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　秋の休日に紅葉狩りを楽しまれた方も多いことと思
います。広島ではもみじが県花と県木の双方に指定さ
れています。広島にも数々のもみじの名所があり、お
時間が許せば「帝釈峡の紅葉と奥田元宋美術館」や「耕
三寺の紅葉と平山郁夫美術館」といった広島の自然と
芸術を味わっていただくコースもお奨めしたい。
　是非ともご覧いただきたい所として、日本三景“安
芸の宮島”があります。
　宮島の紅葉も素晴らしく、海に聳

そび

える大鳥居は荘厳
であり、平安時代の寝殿造りの粋を極めた厳島神社は、
海に浮かぶ神秘的な佇まいが極楽浄土を現したと言わ
れて、国の内外から多くの観光客を集めます。
　広島をこよなく愛した平清盛は、瀬戸内航路を整備
し、日宋貿易で得た巨万の富を基盤に、貴族社会から
武士の社会へと日本を大きく動かした先駆者であり、
一方で、厳島神社を氏神として崇拝し、一門の繁栄を
祈願し、海中神殿を造営するという浪漫の人でもあり
ました。社殿や大鳥居は、清盛の独創的な発想で建築
されましたが、当時の技術には驚かされるものがあり、
建築に興味のある人にとっても必見の建造物です。
　840 余年の歳月を隔て、現在の広島は、交易の拠点
として培った商業はもちろんのこと、自動車・造船な
どの重厚長大で裾野の広い産業、更にはＩＴ関連など
多くの製造業が集積しています。とりわけ「モノ作り」
では、独創的な発想と技術で、あまたのオンリーワ
ン・ナンバーワン企業を生み出しています。
　また、海外にも果敢にチャレンジしてきたフロン
ティア精神溢れる県民性は、清盛精神を引き継いでい
るのかも知れません。
　来る 11 月７日、８日に広島で法人会全国青年の集
いが開催されることは真に喜ばしいことであります。
清盛の時代、宋との貿易において、県内各地に設けら
れた潮待ちの港での「おもてなし」は天下一と讃えら
れたとか。私どもも負けずに、広島のおもてなしをさ
せていただきます。

（広島県法人会連合会会長　株式会社もみじ銀行頭取）

秋

─ 野坂文雄 ─

清盛以来のモノ作りの伝統
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国定公園帝釈峡内に位
置する神竜湖。帝釈川
にダムを造ることによっ
てできた周囲24km、全
長8kmの人造湖で、両
岸には岩壁がそびえた
ち、春は新緑、夏は納
涼、 秋は紅葉が楽しめま
す。名勝の帝釈峡はここ
を源にして南に流れます。
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〈法人会〉

◇

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
の
略
）
と
は
教
育
に
よ
り
地
球
規

模
の
視
野
を
持
つ
人
間
を
育
て
、
現

在
、
全
世
界
で
起
き
て
い
る
環
境
破

壊
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
不
足
な
ど
の

資
源
問
題
を
解
決
し
、
今
後
も
、
質

の
高
い
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
で
き
る

よ
う
な
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
の
考
え
。

　

02
年
に
国
連
の
「
持
続
可
能
な
開

発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
」
で
日

本
が
提
唱
し
た
。
来
年
11
月
に
名
古

屋
市
で
世
界
会
議
、
岡
山
市
で
世
界

の
高
校
生
と
教
員
を
集
め
た
「
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
世
界
大
会
」
な
ど
が

開
催
さ
れ
る
予
定
。

【
岡
山
東
】
来
年
秋
に
、
岡
山
市
な
ど
で
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る

ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」
に
向
け
、
岡
山
東
法

人
会
（
岡
山
）
は
、
岡
山
市
や
日
本
環
境
協

会
と
共
催
で
、
７
月
24
日
、
岡
山
市
北
区
の

西
川
ア
イ
プ
ラ
ザ
で
、「
こ
ど
も
エ
コ
＆
Ｅ

Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
岡
山
」
を
開
催
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
岡
山
県
内
の
エ
コ
ク

ラ
ブ
の
子
供
た
ち
と
全
国
の
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
と
の
交
流
会
が
開
か
れ
た
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
の
勉
強
、
夏
休

み
研
究
サ
ポ
ー
ト
、
税
の
ク
イ
ズ
大
会
と
楽

し
い
企
画
も
あ
っ
た
。
ク
イ
ズ
大
会
の
景
品

は
カ
ブ
ト
ム
シ
で
、
子
供
達
は
真
剣
、
か
つ

大
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。

【
米
子
】
米
子
法
人
会

（
鳥
取
）
は
９
月
26
日
、

米
子
市
西
町
の
高
島
病

院
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
３
か
所
の
老
人

ホ
ー
ム
を
訪
問
、
古
タ

オ
ル
を
寄
贈
し
た
。
同
会
の
介
護
老
人
保
健

施
設
を
対
象
に
し
た
「
古
布
・
古
タ
オ
ル
回

収
・
寄
贈
運
動
」
は
今
年
で
11
年
目
。
こ
れ

ま
で
に
米
子
市
、
境
港
市
、
西
伯
郡
、
日
野

郡
の
２
市
７
町
の
延
べ
47
老
健
施
設
に
寄
贈

し
て
い
る
。

　

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
03
年
夏
。
女

性
部
会
員
が
老
健
施
設
を
見
学
し
た
際
に
、

職
員
か
ら
、「
食
べ
こ
ぼ
し
や
汚
物
処
理
に

使
用
す
る
布
類
が
不
足
し
て
困
っ
て
い
る
」

と
の
話
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

米
子
市
内
の
温
泉
地
「
皆
生
温
泉
」
の
旅

館
、
ホ
テ
ル
か
ら
不
要
と
な
っ
た
使
用
済
み

の
タ
オ
ル
や
浴
衣
、
シ
ー
ツ
類
を
大
量
に
提

供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
会
員
企
業
の

社
員
、
従
業
員
か
ら
、
家
庭
に
残
っ
て
い
た

「
粗
品
タ
オ
ル
」
な
ど
を
集
め
て
い
る
。

　

回
収
作
業
は
年
２
回
。
毎
回
２
㌧
ト
ラ
ッ

ク
満
載
の
古
布
・
古
タ
オ
ル
が
集
ま
る
。
女

性
部
会
か
ら
出
発
し
た
活
動
も
、
い
ま
で
は

法
人
会
全
体
の
活
動
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

市
民
か
ら
の
タ
オ
ル
提
供
も
増
え
て
い
る
。

11
年
目
の
古
タ
オ
ル
寄
贈

集まった古タオルを整理する女性部会員＝米子法人会で

こ
ど
も
エ
コ
＆
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
岡
山

【沖縄県連】「女性講師による租税教室を
行ってほしい」との要望を受けて、沖縄
県連女連協は、9 月 6 日、那覇市牧志の
ホテルで、傘下 6単位会の 51 人の女性部
会員が参加して、租税教室の講師育成の
ための事例体験会を行った。
　同県連での小学生を対象にする租税教
室は、6 単位会の青年部会が中心となっ
て行っているほか、那覇法人会女性部会
も 3年前から、独自に租税教室を行って
いる。
　ただ、講師不足などの理由で開催回数
は少なく、各会の開催回数は年間 2―4
校程度。このため、租税教育推進協議会
や税務署から、「回数を増やせないか」「女
性部会員が先生役となって、税金教育が
できないか」などの要望が出ていた。
　6 日の事例体験会では、那覇法人会女
性部会の古

ふる

堅
げん

恒子さんが、参加した女性
部会員を児童と見立て、45 分間の租税教
室を再現した。

租税教室の女性講師養成
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【
水
戸
】
水
戸
藩
第
２
代
藩
主
の
徳
川
光

圀
公
を
た
た
え
る
水
戸
黄
門
祭
り
に
、
水

戸
法
人
会
（
茨
城
）
が
参
加
し
、
８
月
３
、

４
日
の
２
日
間
、
租
税
教
育
活
動
を
行
っ

た
。

　

水
戸
地
区
会
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
、

税
務
経
理
研
究
部
会
の
共
催
で
、「
税
金

ク
イ
ズ
」
と
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
『
イ
バ
ラ

イ
ガ
ー
』
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
実
施
し

た
。

　

約
30
分
間
の
シ
ョ
ー
の
内
容
は
租
税
教

育
。
シ
ナ
リ
オ
は
法
人
会
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
作
成
し
、
水
戸
税
務
署
が
監
修
し
た
。

　

悪
者
『
ジ
ャ
ー
ク
』
が
税
金
の
な
い
世

【
新
発
田
】
新
発
田
法
人
会
（
新
潟
）
青
年
部

会
は
、
夏
休
み
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
７
か
所
で
租

税
教
室
を
開
催
し
た
。

　

小
学
１
～
３
年
生
の
児
童
が
対
象
で
、
教
材

に
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
け
ん
た
く
ん
の
大
冒
険
」
や

紙
芝
居
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎　

カ
ッ
パ
の
い
た

ず
ら
」
な
ど
を
使
い
、
内
容
も
、
小
学
校
低
学

年
に
理
解
で
き
る
レ
ベ
ル
で
の
説
明
に
努
め
た
。

　

青
年
部
会
員
が
声
色
を
変
え
熱
演
し
た
紙
芝

居
は
、
子
供
た
ち
に
は
新
鮮
に
感
じ
た
よ
う
で
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
紙
芝
居
に
見
入
っ
て
い

た
。
１
億
円
レ
プ
リ
カ
が
登
場
す
る
と
、
大
歓

声
を
上
げ
、
触
れ
た
り
持
ち
上
げ
た
り
と
大
騒

ぎ
だ
っ
た
。

黄
門
祭
り
に
ヒ
ー
ロ
ー
登
場

界
に
し
よ
う
と
、
次
々
と
人
々
を
洗
脳

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
大
人
気
の
『
イ

バ
ラ
イ
ガ
ー
』
は
ジ
ャ
ー
ク
を
倒
し
、
税

金
の
大
切
さ
、
税
金
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
を

子
供
た
ち
に
説
く
…
。

　

シ
ン
プ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
だ
っ

た
た
め
に
、
い
っ
そ
う
、
児
童
た
ち
の

心
に
響
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

児童クラブで租税教室

【静岡】静岡法人会（静岡）
が 2年前から進めていた久
能山東照宮の石段に、案内
板の道標を設置する ｢表参
道みちしるべプロジェクト」
が完成。記念の小冊子を作
成し、市民に配布した。
　久能山東照宮は徳川家康
を祭神とする神社。標高
270㍍の久能山に上る1159
段の石段に段数表示のある
金属板プレートを設置し、
参拝客に役立つようにした。
　15年に家康公鎮座 400 年

の 記 念 事
業が予定さ
れており、
観 光 振 興
のささやか
な一助とな
ればと願っ
ている。

久能山に道標設置
【
愛
媛
県
連
】
女
性
の
就
業
促
進
な
ど
を

打
ち
出
し
た
安
倍
内
閣
の
新
成
長
戦
略
の

一
つ
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
展
開

事
業
（
メ
ン
タ
ー
の
育
成
等
）」
の
指
定

団
体
に
、
愛
媛
県
連
が
選
ば
れ
た
。

　

メ
ン
タ
ー
と
は
「
良
き
指
導
者
」「
優

れ
た
助
言
者
」「
恩
師
」
の
意
で
、
企
業

内
の
先
輩
社
員
と
し
て
、
後
輩
の
女
性
社

員
の
就
業
継
続
を
手
助
け
す
る
人
材
を
い

う
。
厚
生
労
働
省
が
「
メ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
団
体
」
を
公
募
し
、

同
県
連
が
大
阪
府
内
の
団
体
と
と
も
に
選

定
さ
れ
た
。

　

同
県
連
は
こ
れ
を
受
け
、
会
員
企
業
か

ら
メ
ン
タ
ー
希
望
者
を
募
集
。
勤
続
４
～

15
年
の
女
性
社
員
約
60
人
を
選
び
、
こ
の

う
ち
、
６
人
が
厚
労
省
が
主
催
し
た
メ
ン

タ
ー
育
成
の
た
め
の
研
修
会
に
参
加
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
各
種
勉
強
会
を
開
い

て
、
中
核
メ
ン
タ
ー
を
養
成
す
る
方
針
だ
。

女
性
活
躍
推
進
の
指
定
団
体

【
大
分
6
女
性
部
会
】「
本
当
は
産
み
た
い
の

に
産
め
な
い
」

―
。
そ
う
悩
む
女
性
た
ち

を
支
援
す
る
「
円
ブ
リ
オ
基
金
」
の
運
動
に
、

大
分
県
内
の
6
つ
の
法
人
会
女
性
部
会
会
員

が
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
大
分
法
人
会
女
性
部
会
は
09

年
以
来
、
会
員
事
業
所
に
１
口
１
円
の
「
円

ブ
リ
オ
基
金
箱
」
を
設
置
し
て
も
ら
う
な
ど

し
て
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
円
ブ
リ
オ
大
分
」「
大
分
い
の
ち
を
応
援
す

る
会
」な
ど
と
と
も
に「
い
の
ち
の
講
演
会
」

や
、「
生
命
尊
重
セ
ン
タ
ー
」が
行
う
サ
ポ
ー

タ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て
い
る
。

　

中
津
、
宇
佐
高
田
、
竹
田
、
臼
杵
津
久
見
、

日
田
玖
珠
の
5
法
人
会
女
性
部
会
も
円
ブ
リ

オ
基
金
に
協
力
し
て
い
る
。

◇

　

円
ブ
リ
オ
基
金
は
、
経
済
的
事
情
、
周
囲

の
反
対
、
自
分
自
身
の
体
の
問
題
な
ど
の
理

由
か
ら
、
妊
娠
し
て
も
子
供
を
産
む
こ
と
が

で
き
ず
、
人
工
中
絶
（
堕
胎
）
に
追
い
込
ま

れ
る
女
性
を
救
お
う
と
い
う
運
動
。

「円ブリオ基金」に参加
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【
名
古
屋
中
村
】
名
古
屋
中
村
法

人
会
（
愛
知
）
青
年
部
会
は
８
月

28
日
、
租
税
教
育
活
動
と
し
て
中

村
消
防
署
（
名
古
屋
市
中
村
区
大

宮
町
）
で
、「
夏
休
み
消
防
署
見

学
会
」
を
開
催
し
た
。
同
区
内
の

小
学
生
28
人
と
保
護
者
10
人
が
参

加
し
た
。

　

最
初
に
、
中
村
消
防
署
の
講
堂

で
、
消
防
署
の
担
当
者
が
講
師
と
な
っ
て
、

「
消
防
署
の
紹
介
」
と
「
税
金
の
話
」
を
し
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
、

救
急
車
を
呼
ぶ
と
お
金
が
か
か
り
ま
す
が
、

日
本
は
税
金
で
賄
っ
て
い
る
の
で
お
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
」
と
説
明
。「
ど
ち
ら
が
い
い

で
す
か
」と
質
問
が
で
る
と
、
結
果
は
、「
日

夏
休
み
消
防
署
見
学
会

本
が
い
い
」
と
み
ん
な
の
手
が
上
が
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
屋
外
に
出
て
、
消
防
士
が
実

際
に
使
う
防
護
服
を
着
る
体
験
を
し
た
。
参

加
し
た
小
学
生
た
ち
は
防
護
服
の
重
さ
に

び
っ
く
り
。
消
防
車
の
ホ
ー
ス
を
使
っ
た
放

水
訓
練
で
は
、
水
圧
で
後
ろ
に
飛
ば
さ
れ
そ

う
な
子
も
い
る
な
ど
、
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。

【津島】津島法人会（愛知）津島支
部は、市立図書館などと協力し、
津島市内に残る記録写真を収集し、
歴史写真集として発行している。
　すでに、「明治・大正・昭和初期
の津島町」（120 頁）と「同・学校
写真」（同）の２巻を発行済みで、
現在、伊勢湾台風（59 年）以降の
記録写真を集めた第 3 巻の編集作
業を行っている。（発行部数は各
1500 部）
　写真は、市役所や図書館、学校、
地域の個人所有のものの中から、
歴史的価値が高いものを選んだ。
写真集は学校、市役所等の公的機
関に無償で配布している。

歴史写真集の編さん

【浦和】母の日の５月12日に、浦和
法人会女性部会（埼玉）は租税教
育事業「親子でつくろう！飾り巻き
寿司教室」をさいたま市緑区のプ
ラザイーストのキッチンスタジオで
開催した。
　講師は自宅で飾り巻き寿司教室
を主宰している深川佳栄さんで、
一般の親子 11組と部会員７人の総
勢 29 人が参加した。「バラの花」
の巻き寿司が完成し、参加者は「か
わいい」「おいしい」と感動していた。
　その後に租税教室を開催。税金
に関するビデオを観賞し、税金ク
イズ大会を行うと、「税金の大切さ
がわかった」という子供たちの声
を聞くことができた。

母の日に
飾り巻き寿司教室

【
日
本
橋
】
法
人
会
の
け
ん
た
君
、
国
税
庁
の
イ
ー

タ
君
、
地
元
の
人
形
町
商
店
街
の
「
下
町
キ
ン
グ
人

之
助
君
」
な
ど
ゆ
る
キ
ャ
ラ
“
5
人
組
”
が
勢
ぞ
ろ

い
し
た
租
税
教
育
用
動
画
を
、
日
本
橋
法
人
会
（
東

京
）
が
制
作
し
、
同
法
人
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
。

　

動
画
は
19
分
間
。
シ
ナ
リ
オ
は
日
本
橋
税
務
署
員

が
作
成
し
た
。

　

撮
影
は
6
月
25
日
に
同
法
人
会
の
特
設
ス
タ
ジ
オ

で
行
っ
た
。
同
法
人
会
事
業
委
員
会
の
金
井
副
委
員

長
が
先
生
役
と
し
て
司
会
を
つ
と
め
、
生
徒
役
と
し

て
、「
け
ん
た
君
」、「
イ
ー
タ
君
」、「
下
町
キ
ン
グ

人
之
助
君
」の
ほ
か
、
都
税
の「
タ
ッ
ク
ス
タ
ク
ち
ゃ

ん
」、
地
方
税
電
子
化
協
議
会
の
「
エ
ル
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
の
5
キ
ャ
ラ
が
出
演
。
消
費
税
の
仕
組
み

な
ど
を
勉
強
し
た
。

　

縫
い
ぐ
る
み
の
中
に
入
っ
て
キ
ャ
ラ
を
演
じ
る
の
も
、
声
優
役
も
す
べ
て
、
同
法
人
会
、
日

本
橋
税
務
署
な
ど
の
会
員
、
職
員
。
プ
ロ
顔
負
け
の
熱
演
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
も
作
り
、
日
本
橋
税
務
署
管
内
の
小
・
中
・
高
校
に
配
布
し
た
。

５
キ
ャ
ラ
登
場
の
租
税
動
画
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磨
く
」
こ
と
で
、
今
年
で
６
回
目
。

　

会
員
の
ほ
か
先
生
、
小
学
生
ら
51
人

が
参
加
し
た
。
9
班
に
わ
か
れ
、
担
当

場
所
を
決
め
て
、
途

中
、
休
憩
を
と
り
な

が
ら
約
２
時
間
ト
イ

レ
に
向
き
合
い
、
み

が
い
た
。
不
具
合
で

使
用
禁
止
の
ト
イ
レ

が
、
掃
除
後
は
使
用

可
能
に
な
っ
た
と
の

報
告
が
あ
り
、
拍
手

が
沸
き
起
こ
っ
た
。

【
徳
島
】
今
夏
も
夏
の
い
ち
ご
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
各
地
で
行
わ
れ
、
徳
島

法
人
会
（
徳
島
）
女
性
部
会
は
８
月

14
日
、「
阿
波
お
ど
り
」
の
最
大
演

舞
場
付
近
で
、
節
電
う
ち
わ
を
見
物

客
に
配
布
し
、
節
電
を
呼
び
掛
け
た
。

　

ハ
ッ
ピ
姿
の
女
性
部
会
員
が
配
り

始
め
る
と
、
阿
波
お
ど
り
の
熱
気
と

連
日
の
猛
暑
で
、
う
ち
わ
配
布
は
す

ぐ
に
終
了
と
な
っ
た
。

◇

　

東
日
本
大
震
災
後
の
節
電
を
呼
び

掛
け
る
女
連
協
の
「
夏
の
い
ち
ご
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
今
年
で
３
年
目
。

い
ち
ご
グ
ッ
ズ
の
節
電
う
ち
わ
12
万

本
と
チ
ラ
シ
40
万
枚
を
用
意
し
、
７

月
15
～
21
日
ま
で
の
い
ち
ご
週
間
を

中
心
に
、
全
国
の
女
性
部
会
が
様
々

な
形
で
節
電
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

阿
波
お
ど
り
で
節
電
う
ち
わ

【
札
幌
東
】札
幌
東
法
人
会（
北
海
道
）

は
、
７
月
26
、
27
日
の
２
日
間
、
第

24
回
厚
別
区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
、

売
上
金
で
厚
別
区
福
祉
協
議
会
へ
車

イ
ス
６
台
を
寄
贈
し
た
。

　

厚
別
区
民
祭
り
は
、
２
日
間
で
６

万
５
千
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
揚
げ

た
て
コ
ロ
ッ
ケ
２
０
０
０
個
を
女
性

部
会
員
と
青
年
部
会
員
が
来
場
者
に

販
売
し
た
。

　

同
法
人
会
は
売
上
金
で
車
イ
ス
６

台
を
購
入
。
９
月
13
日
に
厚
別
区
民

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、
贈
呈
式
を
開

催
し
、
厚
別
社
会
福
祉
協
議
会
に

贈
っ
た
。

七
夕
ま
つ
り
で
紙
芝
居

　

札
幌
北
法
人
会
（
北
海
道
）
女
性
部
会
は
、
８
月
７
日
に
南

栄
子
ど
も
会
（
札
幌
市
東
区
）
と
協
力
し
、
七
夕
ま
つ
り
会
場

で
「
租
税
教
育
用
紙
芝
居　

カ
ッ
パ
の
い
た
ず
ら
」
を
上
演
し

た
。

　

会
場
の
札
幌
市
東
区

東
５
丁
目
公
園
に
は
80

人
の
子
供
た
ち
が
集
ま

り
、
女
性
部
会
員
が
熱

演
す
る
「
鬼
太
郎
」
や

「
目
玉
お
や
じ
」
の
声

に
大
喜
び
だ
っ
た
。
紙

芝
居
の
後
は
、
子
供
た

ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
短

冊
に
願
い
ご
と
を
書
い

て
、
笹
の
木
に
飾
り
、

ち
ょ
う
ち
ん
を
持
っ
て

町
内
を
練
り
歩
い
た
。

売上金で車イスを寄贈

【会津若松】会津藩士教育の原点となっ
た日新館童子訓の教えを解説した「会
津これからの童子訓」を会津若松法人
会（福島）が再版。会津地域の全ての
小・中学校と原発事故を受け避難中の
大熊町立の小中学校３校へ寄贈した。
　童子訓は 06 年に発行し、完売と
なっていたが、公益社団化と青年部会
設立 20 周年を記念して再発行した。
　「童子訓」は現在、同法人会事務局、
および会津若松市内の観光施設で発売
中。1 冊 1050 円。同法人会の連絡先
は 0242-22-5821。

「童子訓」を小中へ贈呈

【
伊
勢
】「
み
ん
な
が
暮
ら
す
ま
ち
だ
か

ら
…
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
伊

勢
法
人
会
（
三
重
）
南
伊
勢
支
部
は
７

月
28
日
、
南
伊
勢
町

立
南
島
東
小
学
校
で
、

ト
イ
レ
の
清
掃
活
動

を
お
こ
な
っ
た
。

　

ト
イ
レ
掃
除
の
狙

い
は
、「
謙
虚
に
な

れ
る
、
気
づ
く
人
に

な
れ
る
、
感
動
の
心

を
生
む
、
感
謝
の
心

が
芽
生
え
る
、
心
を

小
学
校
で
ト
イ
レ
清
掃
活
動
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【
福
岡
・
佐
賀
・
沖
縄
３
県
青
連
協
】

福
岡
、
佐
賀
、
沖
縄
の
３
県
青
連

協
の
青
年
部
会
員
21
人
が
、
７
月

５
日
か
ら
２
泊
３
日
で
、
震
災
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、

宮
城
県
南
三
陸
町
の
長
須
賀
海
水

浴
場
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
に
協
力

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
宮
城
県
名
取
市
の
閖

上
（
ゆ
り
あ
げ
）
地
区
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。
地
盤
沈
下
も
進
ん

で
い
る
た
め
建
築
制
限
区
域
と

な
っ
て
い
て
、
住
宅
の
基
礎
だ
け

が
残
っ
た
一
面
荒
野
の
よ
う
な
状

態
。
復
興
が
遅
々
と
し
て
す
す
ま

な
い
状
況
で
、
被
災
者
の
皆
さ
ん

の
い
ら
立
ち
は
相
当
な
も
の
と
感

じ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
南
三
陸
町
歌
津
地
区

の
長
須
賀
海
水
浴
場
に
向
か
い
ま

し
た
。
砂
浜
が
２
㌔
以
上
も
あ
り
、

震
災
前
は
毎
年
３
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
て
賑
わ
っ
て
い
た
場

所
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
つ
な
が
り
」
が
、
地
元
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
海
開
き
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
す
す
め
て
お
り
、

私
た
ち
も
一
日
だ
け
、
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
と
い
う
と
、

海
岸
の
ご
み
拾
い
を
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
海

岸
の
砂
を
30
㌢
ほ
ど
掘
り
起
こ
し

て
、
ふ
る
い
に
か
け
て
、
異
物
を

取
り
除
く
と
い
う
地
道
な
作
業
で
、

運
動
不
足
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は

か
な
り
の
重
労
働
で
し
た
。

　

震
災
の
記
憶
は
、
年
を
経
る
ご

と
に
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中

で
こ
そ
継
続
的
な
支
援
の
活
動
が

必
要
と
思
い
ま
し
た
。

（
福
岡
県
連
青
連
協
会
長　

中
村

克
久
）

南三陸町でビーチクリーンに汗
福岡、佐賀、沖縄３県青連協

おいでん！福島っ子！ ６回目の支援活動
【
中
濃
】中
濃
法
人
会（
岐
阜
）

青
年
部
会
な
ど
岐
阜
県
中
濃

地
域
の
青
年
団
体
有
志
グ

ル
ー
プ
24
人
が
、
５
月
10
日

か
ら
３
日
間
、
宮
城
県
山
元

町
を
訪
れ
、
ガ
レ
キ
の
撤
去

と
選
別
作
業
を
行
っ
た
。

　

中
濃
地
域
青
年
団
体
有
志

は
企
業
人
と
し
て
、
金
銭
だ

け
で
な
く
、
汗
を
な
が
し
て

復
興
を
支
え
た
い
と
考
え
、

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
、
今
回
が
６
回
目
。

【
中
川
】
中
川
法
人
会
（
愛
知
）
南
陽
支
部
は
7
月

24
日
、
名
古
屋
市
中
川
消
防
署
予
防
課
の
後
藤
直
仁

主
任
を
講
師
に
、
特
別
講
演
会
『「
負
げ
ね
ど
」
～

南
海
ト
ラ
フ
か
ら
会
社
を
守
れ
！
』
を
開
催
し
た
。

　

南
陽
支
部
は
伊
勢
湾
に
面
し
、
物
流
を
始
め
、
鉄

鋼
業
、
自
動
車
業
、
建
設
業
な
ど
の
多
く
の
拠
点
が

存
在
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
に
社
屋
を
立
地
し
て
い
る
。

　

講
演
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
や
避
難
の

様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を
紹
介
。
さ
ら
に
阪
神
淡
路

大
震
災
発
生
時
に
講
師
本
人
が
現
地
で
撮
影
し
た
写

真
を
使
い
、
一
般
的
な
報
道
で
は
目
に
す
る
こ
と
の

な
い
情
報
の
説
明
を
行
っ
た
。

【
新
城
】
放
射
能
漏
れ
事
故
に
苦
し
む
福
島

県
内
の
20
人
の
小
学
生
を
、
新
城
法
人
会

（
愛
知
）青
年
部
会
が
招
待
し
、
廃
校
と
な
っ

た
木
造
校
舎
を
利
用
し
た
公
共
宿
泊
施
設
で

の
夏
休
み
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　

愛
知
県
東
三
河
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
中
心
に
な
っ
て
今
年
夏
休
み
に
実
施
し

た『
お
い
で
ん
！
福
島
っ
子
！
２
０
１
３
夏
』

（
8
泊
9
日
）
に
協
賛
し
た
。

　

新
城
法
人
会
青
年
部
会
員
８
人
は
、
滞
在

初
日
の
７
月
28
日
の
夕
食
を
提
供
し
た
。
宿

泊
先
の
旧
門
谷
小
学
校
の
木
造
校
舎
と
校
庭

で
、
身
近
な
税
金
ク
イ
ズ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
ひ
と
時
を
楽
し

ん
で
も
ら
っ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
か
ら
会
社
を
守
れ
！ 
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【
三
島
田
方
】
三
島
田
方
法
人
会
（
静
岡
）

は
9
月
5
日
、
宮
城
県
多
賀
城
市
の
学
校
法

人
「
不
磷
寺
学
園
」
の
桜
木
花
園
幼
稚
園
と

八
幡
花
園
幼
稚
園
の
2
つ
の
幼
稚
園
に
救
命

胴
衣
50
着
を
寄
贈
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

際
、
津
波
で
、
園
児
数
人
が
犠
牲
に
な
り
、

園
舎
が
水
に
浸
か
る
被
害
を
受
け
た
。

　

贈
呈
式
に
は
同
女
性
部
会
19
人
と
仙
台
中

法
人
会
女
性
部
会
員
、
支
援
グ
ル
ー
プ
「
き

ぼ
う
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
参
加
。
園
児
や
先

生
、
父
兄
と
交
流
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
宮
城
県

南
三
陸
町
と
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
被
災
地

に
向
か
い
惨
状
を
視
察
し
た
。もう一度しっかり

　　応援しよう福島

被災校にピアノを贈る

【本所】本所法人会（東京）は５月25、26日の２日間、
東京都墨田区のＪＲ総武線錦糸町駅南口ロータリー
で「福島復興支援物産展」を開催した。
　会場には、福島県から牛串・鮎の塩焼き・サンマ
のポーポー焼きなどの実演販売や福島県産の農作物、
地酒、漬け物などの物産販売等合計16店舗が出店し
た。また、福島県の「旅館のおかみさん」たちも駆
けつけ、福島県旅行キャンペーンも行った。
　同法人会は、「もう一度しっかり応援しよう福島」
のスローガンのもと、今年から最低５年間、福島支
援物産展を継続して行うことを計画している。

仮
設
住
宅
の
皆
さ
ん

う
ち
わ
で
猛
暑
を
乗
り
越
え
て

【
相
双
】
相
双
法
人
会
（
福
島
）
は
、
震
災
・
原
発

事
故
被
害
者
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
、
い
ち
ご
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
わ
を
、
南
相
馬
市
な
ど
２
市

１
町
の
仮
設
住
宅
の
全
世
帯
に
贈
っ
た
。

　

同
法
人
会
の
只
野
裕
一
会
長
が
、
７
月
11
日
に
、

南
相
馬
市
と
新
地
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問

し
、
合
計
３
６
０
０
枚
の
う
ち
わ
を
届
け
た
。
さ

ら
に
、
18
日
に
相
馬
市
で
開
か
れ
た
「
応
急
仮
設

住
宅
・
災
害
公
営
住
宅
組
長
会
議
」
に
出
席
し
、

16
か
所
の
仮
設
住
宅
等
の
自
治
会
長
ら
に
１
５
０

０
枚
の
う
ち
わ
を
手
渡
し
た
。
２
市
１
町
に
は
、

現
在
も
約
４
４
０
０
世
帯
の
住
民
が
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
て
い
る
。

　

相
馬
市
の
組
長
会
議
で
、
只
野
会
長
は
、

「
う
ち
わ
に
は
、
周
囲
は
支
援
を
忘
れ
て
い
な

い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ら
い
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
う
ち
わ

が
、
少
し
で
も
皆
様
の
気
持
ち
の
支
え
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
住
民

を
勇
気
づ
け
た
。

【
岩
手
県
連
】
東
日
本
大
震
災
で

津
波
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
岩
泉

町
の
町
立
小
本
小
中
学
校
大
牛
内

分
校
を
、
岩
手
県
連
女
連
協
の
18

人
が
８
月
22
日
、
訪
問
し
電
子
ピ

ア
ノ
を
贈
っ
た
。

　

町
立
小
本
小
学
校
と
小
本
中
学

校
は
、
東
日
本
大
震
災
で
津
波
の

被
害
に
あ
っ
た
。
幸
い
、
避
難
が

早
か
っ
た
た
め
、
児
童
、
生
徒
は

全
員
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
校
舎

や
体
育
館
が
水
に
浸
か
っ
て
使
え

な
く
な
り
、
町
の
中
心
部
か
ら
離

れ
た
小
本
小
学
校
大
牛
内
分
校
に

平
屋
の
仮
校
舎
を
建
設
し
、
昨
年

救
命
胴
衣
を
寄
贈

春
以
来
、
授
業
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
、
小
本
小
の
児
童

と
岩
泉
町
の
教
育
長
、
学
校
関

係
者
が
揃
う
中
、
仮
校
舎
で
電

子
ピ
ア
ノ
２
台
の
贈
呈
式
を

行
っ
た
。
津
波
で
ピ
ア
ノ
も
壊

れ
て
お
り
、
４
年
生
の
小
沢
明

由
莉
さ
ん
が
代
表
し
て
「
岩
泉

町
の
合
唱
発
表
会
が
あ
る
の
で
、

そ
の
練
習
で
使
い
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
津
波
で
市

街
地
が
全
滅
状
態
と
な
っ
た
宮

古
市
田
老
地
区
を
訪
問
。
復
興

状
況
を
自
分
の
目
で
確
か
め
た
。
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戻
っ
て
こ
な
い
本
も
あ
り
、
数
は
減
少
。
補

充
も
追
い
付
か
ず
、
本
箱
に
は
10
冊
程
度
と

い
う
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

こ
の
状
況
を
見
た
佐
賀
法
人
会
の
女
性
部

会
員
が
、
97
年
（
平
成
９
年
）
の
女
性
部
会

役
員
会
で
、「
法
人
会
の
新
し
い
社
会
貢
献

事
業
と
し
て
、
古
本
を
集
め
て
寄
付
し
た
ら

ど
う
か
。
駅
だ
け
で
な
く
利
用
者
に
も
喜
ば

れ
る
」
と
提
案
し
た
。

　

早
速
、
同
年
10
月
、
古
本
を
会
員
が
持
ち

寄
り
、
５
３
０
冊
を
同
駅
に
贈
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
16
年
間
。
毎
年
1
千
冊
前
後
の

古
本
を
集
め
、
寄
贈
す
る
。
昨
年
末
ま
で
の

合
計
冊
数
は
１
万
４
５
５
０
冊
。
古
本
は
ふ

だ
ん
、
法
人
会
事
務
局
に
保
管
し
、
月
に
１
、

２
回
、
駅
側
か
ら
「
本
の
数
が
減
っ
て
き
ま

し
た
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
、
事
務

局
員
が
「
旅
の
図
書
館
」
の
本
棚
に
図
書
を

補
充
す
る
。

　

電
車
を
待
つ
乗
客
が
、
気
に
入
っ
た
本
を

見
つ
け
る
と
借
り
出
し
、
読
み
終
わ
る
と

そ
っ
と
本
箱
に
戻
す
。
貸
出
、
返
却
の
記
録

も
な
い
。
信
頼
に
支
え
ら
れ
た
図
書
館
だ
。

　

図
書
の
貸
し
出
し
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
集
中
す
る
。
利
用
者
は
決
し
て
多
く
は
な

い
が
、「
旅
の
図
書
館
」
の
存
在
は
乗
客
の

心
に
深
い
印
象
を
残
し
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
に
も
登
場
す
る
。「
出

張
時
に
佐
賀
駅
構
内
で
『
佐
賀
法
人
会　

旅

の
図
書
館
』を
見
つ
け
た
。 

偶
然
に
出
会
っ

ネ
ッ
ト
で
も
評
判

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
は
、
佐

賀
駅
改
札
口
の
正
面
。
長

崎
、
唐
津
行
き
ホ
ー
ム
に

上
る
階
段
わ
き
に
あ
る
。

木
製
の
本
箱
に
は
常
時
、

百
冊
程
度
の
小
説
や
ビ
ジ

ネ
ス
関
係
の
本
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
。
上
部
に
、

「
旅
の
図
書
館
」
の
看
板
。

そ
の
下
に
「
こ
の
図
書
館

は
佐
賀
法
人
会
と
一
般
の

方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅
の

行
き
来
の
『
友
』
と
し
て
、

ど
う
ぞ
自
由
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
読
み

終
わ
っ
た
ら
本
棚
に
お
返

し
く
だ
さ
い
」
の
張
り
紙

が
張
ら
れ
て
い
る
。

　
「
旅
の
図
書
館
」
は
、
も
と
は
、
１
９
８

７
年
に
旧
国
鉄
の
分
割
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
九
州

が
誕
生
し
た
際
に
生
ま
れ
た
乗
客
向
け
の
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
で
、
旧
国
鉄
時
代
の
職
員
用

巡
回
図
書
を
、
駅
乗
客
に
開
放
し
て
読
ん
で

も
ら
お
う
と
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
始
ま
っ
て
10
年
。
借
り
た
ま
ま

図書を贈る活動

旅
客
の
心
を
つ
な
ぐ

佐
賀
駅
の
「
旅
の
図
書
館
」

佐
賀
法
人
会
が
16
年
前
か
ら
協
力

　

Ｊ
Ｒ
九
州
長
崎
本
線
の
佐
賀
駅
構
内
に
、「
旅
の
図
書
館
」
と
呼
ば
れ
る
小

さ
な
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
通
勤
通
学
客
や
旅
行
客
に
、
無
料
で
本
を
貸

し
出
し
、
旅
の
つ
れ
づ
れ
を
慰
め
る
全
国
で
も
珍
し
い
図
書
館
だ
。
こ
の
図
書

館
の
運
営
に
、
佐
賀
法
人
会
（
佐
賀
）
が
16
年
前
か
ら
協
力
し
て
い
る
。

贈呈式には多くの取材記者が集まる

「旅の図書館」は乗客の心の絆をつないでいる=佐賀駅で
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各
地
に
法
人
会
文
庫

　

　

法
人
会
の
図
書
寄
贈
活
動
が
始
ま
っ
た
の

は
、
90
年
代
半
ば
。「
税
の
啓
発
活
動
」
と

並
ぶ
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
「
地
域
社
会
貢

献
事
業
」
に
取
り
組
も
う
と
し
た
時
期
だ
。

　

そ
の
後
、
全
国
に
拡
大
。
ス
タ
イ
ル
も
、

幼
児
園
児
へ
の
絵
本
寄
贈
、
小
中
学
校
、
図

書
館
で
の
法
人
会
文
庫
設
立
、
図
書
館
の
図

書
購
入
費
肩
代
わ
り
な
ど
様
々
で
、
別
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
で
集
め
た
募
金
を
原
資
に

図
書
を
購
入
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

こ
の
う
ち
、
開
始
時
期
が
早
い
と
思
わ
れ

る
の
が
高
知
法
人
会
（
高
知
）
の
絵
本
寄
贈
。

96
年
か
ら
３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り
に
、
管
内

の
幼
稚
園
・
保
育
園
３
園
に
絵
本
を
贈
る
運

動
を
始
め
て
い
る
。

　

い
ま
も
３
月
３
日
に
高
知
法
人
会
会
長
と

女
性
部
会
役
員
が
３
つ
の
保
育
園
を
訪
問
、

園
児
に
絵
本
を
贈
っ
て
い
る
。
当
日
の
夕
方

の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
ひ
な
飾
り
を

バ
ッ
ク
に
し
た
贈
呈
式
と
、
お
礼
の
合
唱
と

遊
戯
を
披
露
す
る
園
児
の
姿
が
、
季
節
の
恒

例
行
事
と
し
て
お
茶
の
間
に
流
れ
る
。

　

絵
本
寄
贈
は
そ
の
後
、
県
内
６
つ
の
単
位

会
す
べ
て
で
行
わ
れ
、
現
在
も
高
知
、
伊
野
、

須
崎
の
３
法
人
会
で
続
い
て
い
る
。

　

本
荘
法
人
会
（
秋
田
）
青
年
部
会
の
「
環

境
文
庫
」
も
98
年
に
始
ま
っ
た
。「
中
学
生

の
役
に
立
つ
社
会
貢
献
事
業
」
と
の
考
え
か

ら
、
毎
年
、
由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
内

の
４
つ
の
中
学
校
に
、
環
境
関
係
の
図
書

を
贈
呈
す
る
。
昨
年
ま
で
の
図
書
代
金
合

計
は
４
９
７
万
円
。
２
１
６
５
冊
と
な
っ

て
い
る
。

　

図
書
は
「
環
境
文
庫
」
の
看
板
の
付
い

た
各
校
の
本
棚
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
大

震
災
以
降
は
、
原
発
関
連
の
書
籍
が
増
え

る
な
ど
、
社
会
科
学
習
に
も
役
立
っ
て
い

る
。

　

財
政
難
で
削
減
さ
れ
て
い
る
公
共
図
書

館
の
図
書
購
入
費
を
、
埋
め
る
形
と
な
っ

て
感
謝
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

金
沢
法
人
会
（
石
川
）
は
01
年
に
創
立

法
人
会
の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役

40
周
年
、
社
団
化
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

金
沢
市
な
ど
２
市
2
町
に
教
育
用
図
書
購
入

費
用
３
百
万
円
を
寄
付
。
そ
の
後
も
、
毎
年

１
５
０
万
円
ず
つ
寄
付
を
続
け
、
累
計
額
は

１
３
０
０
万
円
、
６
４
０
０
冊
に
な
っ
て
い

る
。
図
書
購
入
費
を
補
う
の
が
目
的
で
、
図

書
の
選
定
に
注
文
を
付
け
ず
、
各
図
書
館
の

購
入
計
画
に
任
せ
て
い
る
。

　

青
森
法
人
会
も
同
様
に
２
０
０
０
年
か
ら

青
森
市
民
図
書
館
に
専
門
書
購
入
費
用
と
し

て
、
毎
年
30
万
円
を
寄
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

長
崎
法
人
会
は
法
人
化
30
、
35
周
年
な
ど
の

節
目
ご
と
に
長
崎
市
立
図
書
館
に
図
書
を
寄

贈
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
法
人
会
の
活
動
に
対
し
、
自
治

体
は
贈
呈
式
を
実
施
、
市
長
が
法
人
会
関
係

者
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
写
真
を
市
政
だ
よ

り
や
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
な
ど
、
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
て
い
る
。
法
人
会
側
も
、
地
元
の

メ
デ
ィ
ア
に
連
絡
し
て
取
材
し
て
も
ら
う
等
、

法
人
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

た
１
冊
の
本
が
本
や
人
と
の
絆
を
つ
な
ぐ
。

自
分
が
読
ん
だ
い
い
本
を
共
有
す
る
と
い
う

気
持
。『
こ
れ
読
ん
で
み
た
ら
い
い
よ
』
と

い
う
気
持
。
そ
れ
以
上
で
も
、
以
下
で
も
な

い
が
、
な
ぜ
か
す
ご
く
大
切
な
よ
う
な
気
が

し
ま
す
」
と
い
う
書
き
こ
み
が
あ
っ
た
。

　

別
の
ブ
ロ
グ
に
は
、「
先
日
、
知
り
合
い

が
、『
佐
賀
に
素
晴
ら
し
い
図
書
館
が
あ
る

よ
』
と
教
え
て
く
れ
た
。『
旅
の
図
書
館
』

を
見
て
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
知
り
合
い

は
他
県
の
人
で
、『
普
通
で
考
え
た
ら
、
こ

ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
本
は
戻
っ
て

こ
な
い
だ
ろ
う
。
な
の
に
、
本
の
貸
し
借
り

が
続
き
、
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
で
き

る
佐
賀
の
環
境
が
素
晴
ら
し
い
』。
私
は
佐

賀
の
新
た
な
良
さ
を
発
見
し
、
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
」
と
い
う
県
民
の
書
き
込
み
も

あ
っ
た
。

　

同
駅
の
辻
辰
也
助
役
も
「
佐
賀
法
人
会
が

あ
っ
て
こ
そ
、
で
き
た
乗
客
サ
ー
ビ
ス
」
と

感
謝
す
る
。

　

当
初
は
会
員
頼
み
だ
っ
た
本
集
め
も
、
最

近
で
は
、「
い
つ
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
本
も
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
て
、
法
人
会
に
直
接
、
古
本
を
持
ち
込

む
人
も
増
え
て
き
た
。
昨
年
に
は
、
兵
庫
県

明
石
市
の
人
か
ら
、「
佐
賀
観
光
の
際
に
利

用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
礼
で
す
」
と

い
っ
て
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
た
51
冊
の
古

本
が
送
ら
れ
て
き
た
。

　
『
旅
の
図
書
館
』
は
、
旅
行
客
の
心
の
絆

を
確
実
に
広
げ
て
い
る
。

園児の笑顔で迎えられた須崎法人会の絵本贈呈式＝高知県四万十町で

図
書
寄
贈
は
全
国
で
展
開

全国に多くある法人会文庫＝佐世保市立江迎中で
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全法連ひろば全法連ひろば

代
表
し
て
、「
社
会
・
経
済
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
る
今
、
国
の
根
幹
で
あ
る
『
税
』

を
活
動
の
基
本
と
す
る
法
人
会
の
存
在
意
義

は
、
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
国
税
庁
の
稲
垣
光
隆
長
官
、

三
村
申
吾
青
森
県
知
事
、
鹿
内
博
青
森
市
長

ら
が
出
席
。
稲
垣
長
官
と
鹿
内
市
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　

こ
の
後
、
会
員
増
強
表
彰
等
を
は
さ
み
、

柳
田
道
康
税
制
・
税
務
委
員
長
が
「
平
成
26

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
の
報
告
を

行
っ
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
の
青
年
の
集
い
宮
崎
大
会

の
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

最
優
秀
賞
と
な
っ
た
出
雲
法
人
会
青
年
部
会

が
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
in
い
ず

も
」
と
題
し
て
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
⻆
間
俊
夫
筆
頭
副
会
長
が
大
会

宣
言
を
読
み
上
げ
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
栃

木
県
連
の
髙
橋
文
吉
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述

べ
た
。

　

式
典
終
了
後
、
ホ
テ
ル
青
森
に
場
所
を
移

し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

次
回
の
全
国
大
会
は
、
来
年
10
月
16
日
に

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

全
国
大
会
青
森
大
会
を
開
催

大
震
災
後
、東
北
で
初
の
大
会

　

第
30
回
法
人
会
全
国
大
会
が
10
月
３
日
、

青
森
県
青
森
市
の
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
青
森
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
法
人
会

会
員
ら
約
１
９
０
０
名
が
参
加
し
た
。
東
日
本
大

震
災
後
、
東
北
地
方
で
全
国
規
模
の
大
会
が
開
催

さ
れ
る
の
は
初
め
て
。

　

式
典
で
は
、
青
森
県
連
の
三
上
伸
会
長
の
開
会

の
辞
の
後
、
池
田
弘
一
全
法
連
会
長
が
主
催
者
を

　

中
国
の
税
務
行
政
担
当
の
視
察
団
20
人

が
８
月
21
日
、
全
法
連
会
館
を
視
察
に
訪

れ
、
法
人
会
の
行
う
納
税
協
力
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
を
交
換
し
た
。

　

一
行
は
中
国
海
南
省
地
税
局
の
王
延
遠

副
巡
視
員
を
団
長
と
す
る
同
地
税
局
の
職

員
。
日
本
の
税
務
行
政
の
視
察
を
目
的
に
、

８
月
19
日
～
30
日
ま
で
の
12
日
間
、
総
務

省
や
財
務
省
、
東
京
都
主
税
局
な
ど
の
行

政
機
関
の
ほ
か
、
全
法
連
を
は
じ
め
と
し

た
納
税
協
力
団
体
を
訪
問
し
た
。

　

全
法
連
で
は
横
山
恒
美
専
務
理
事
が
法

　法人会アンケート調査システムを使って、全国の会員企業に景気の実感をき
く景況感調査によると、９月15日時点の景況感は、「良い」が19.5％（6月
比 4.8㌽増）、「悪い」が 25.5％（同1.7㌽減）、「どちらともいえない」が
55.0％（同3.1㌽減）だった。
　３か月後の見通しをきく景況予測では、「良くなる」23.1％（同3.5㌽増）、「悪
くなる」10.8％（同2.2㌽減）だった。景況予測は年初以来、「良くなる」が「悪
くなる」を上回っており、景況感は上向きに転じている。
　今回の回答者数は1347人で、回答率は23.1％だった。
　なお、景況感調査は、今年度から調査時期を四半期ごとに変更している。

景況感が徐々に上向く

青森市で開かれた全国大会。中央演壇は全法連の池田会長

横山専務（手前）から法人会の活動について説明を聞く海南省の視察団

中
国
か
ら
視
察
団人

会
の
活
動
や
、
25
年
度
税
制
改
正
に
対

す
る
全
法
連
の
提
言
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
海
南
省
側

か
ら
税
務
当
局
と
法
人
会
の
関
係
、
日
本

の
税
制
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
問
が

出
た
。
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全
法
連
は
国
税
庁
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
と
協
力
し

て
、
中
小
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
及
び
「
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

　

中
小
企
業
の
税
務
に
関
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
企
業
統
治
）
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
企

業
自
ら
が
内
部
統
制
、
経
理
面
を
点
検
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

使
用
し
て
、「
通
帳
と
印
鑑
は
別
の
場
所
に
保
管
さ
れ
て

い
る
か
？
」「
値
引
き
、
割
引
、
割
戻
し
等
は
適
切
に
処

理
さ
れ
て
い
る
か
？
」
等
の
点
検
項
目
を
経
理
責
任
者
が

○
×
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
内
容
。

　

×
の
項
目
に
つ
い
て
、
経
営
者
が
改
善
方
針
を
策
定
し
、

今
後
の
改
善
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
企
業
の
内
部
統
制
、
経
理
能
力
の
水
準
を
向
上
さ
せ
、

企
業
の
成
長
、
ひ
い
て
は
税
務
リ
ス
ク
の
軽
減
に
も
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

全
法
連
で
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
等
を
年
内
に
完
成
さ
せ
、

来
年
１
月
か
ら
試
行
的
に
３
～
４
の
単
位
会
の
決
算
法
人

説
明
会
等
で
配
布
、
研
修
を
実
施
。
来
年
４
月
か
ら
全
国

の
法
人
会
で
の
本
格
的
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

　全法連は広報誌「ほうじん」が会員にどのよう
に読まれているかを、「法人会アンケート調査シス
テム」を利用して調査した。
　調査期間は9月9 ～16日の１週間。7194人
にメールで調査票を発信し、そのうち、20.9％に
あたる1502 人から回答があった。
　設問は４つ。このうち、「ほうじんを読んでいる
か」の質問に対しては、「毎回読む」40.3％、
「時々読む」44.2％、「読まない」15.5％だった。
　6月末に発行した夏号については、「すでに読
んだ」51.1％、「読んでいない」38.3％、「その他」
10.5％だった。
　さらに、ほうじんの記事中、「何を読んでいる
か」の設問（複数回答）に対しては、リレーニュー
ス、「がんばろう　日本」などの各地の法人会活
動関連記事を全体の 43.4％が読んでおり、つい
で、「税論」「税務相談Ｑ＆Ａ」などの税務関連
記事 39.7％が多かった。
　全法連は「ほう
じん」を年 4回、
各 83万部を発行
し、単位会を通じ
法人会員に無料で
配布している。

（アンケートの詳細
は全法連 HPで見
ることができます）

「ほうじん」でアンケート 全
法
連
、中
小
企
業
向
け
の

自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成

〈『ほうじん』を読む頻度は〉

毎回
読んでいる
40.3%

時々読む
44.2%
時々読む
44.2%

読まない
15.5%

◦経営に差がつきます！
企業経営に求められる知識や情報を各種研
修会、情報誌、セミナーなどを通じて得ら
れます。

◦税の知識が身につきます！
企業の健全経営を支える税の知識は、税務
署や税理士とも協力しながら開催する研修
会・説明会で学べます。

◦人脈がひろがります！
研修会などの各事業に参加することで、
様々な業種の経営者と知り合えます。

9〜12月は会員増強月間です

　法人会は「よき経営者をめざ
すものの団体」として、約 90
万社の企業が加入しています。
　公平で健全な税制実現のため、
会員企業の声を立法府等にア
ピールするとともに、税の啓発
や租税教育を積極的に進めてい
ます。

新会員募集中！
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全
法
連
は
９
月
19
日
の
理
事
会
で
、「
平

成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を
決

議
し
た
。

　

提
言
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

❖
は
じ
め
に

　

安
倍
政
権
に
対
し
、
強
い
日
本
経
済
構
築

に
向
け
、
困
難
な
諸
改
革
に
も
臆
せ
ず
取
り

組
む
よ
う
、
強
く
求
め
る
。
成
功
へ
の
カ
ギ

は
成
長
戦
略
で
、
そ
の
中
核
は
規
制
改
革
で

あ
る
。
こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
に
は
思
い
切
っ

た
社
会
保
障
給
付
の
重
点
化
・
効
率
化
、
財

政
健
全
化
が
必
要
で
、
そ
れ
に
向
け
た
具
体

的
で
明
確
な
手
法
と
工
程
を
示
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
震
災
復
興
の

遅
れ
や
原
発
事
故
に
よ

る
電
力
コ
ス
ト
上
昇
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
地

域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業

に
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
が
届
い
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
さ
ら
な
る
対
策
が

必
要
で
あ
る
。

❖
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
に
対
す
る

　
基
本
的
考
え
方

　

給
付
を「
重
点
化
・
効
率
化
」に
よ
り
抑
制

す
る
。
財
源
を
公
費
に
頼
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

い
か
に
増
税
し
て
も
追
い
付
か
な
い
。
公
費

に
依
存
す
る
以
外
に
公
平
で
適
正
な
負
担
を

い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

年
金
は
、「
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
」

「
高
所
得
者
の
年
金
給
付
の
削
減
」
等
、
抜

本
的
な
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
医
療

は
診
療
報
酬
体
系
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の

見
直
し
、
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）

の
使
用
促
進
な
ど
思
い
切
っ
た
抑
制
策
を
と

る
。
介
護
保
険
は
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
給

付
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
生
活

保
護
は
、
不
正
受
給
の
防
止
な
ど
適
正
な
運

用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
の
過
度

の
保
険
料
負
担
を
抑
え
、
経
済
成
長
を
阻
害

し
な
い
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
求
め
る
。

❖
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
措
置

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
当
た
り
、
価
格

転
嫁
に
よ
る
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
の
環
境

整
備
が
重
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
が
適
正
に

価
格
転
嫁
で
き
る
よ
う
、
転
嫁
対
策
特
別
措

置
法
以
外
に
も
実
効
性
の
高
い
対
策
を
と
る

べ
き
で
あ
る
。
税
率
は
当
面
（
税
率
10
％
程

度
ま
で
）、
単
一
税
率
が
望
ま
し
い
。

❖
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　

財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
に
は
増
税
や
税

の
自
然
増
収
の
み
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
聖

域
な
き
歳
出
削
減
が
不
可
欠
で
、
強
固
な
財

政
規
律
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
具
体

的
方
策
と
工
程
表
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
債
の
信
認
は
金
融
資
本
市
場
に

多
大
な
影
響
を
与
え
、
経
済
成
長
を
も
左
右

す
る
と
考
え
る
。
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
た

細
心
の
財
政
運
営
を
求
め
る
。

❖
行
政
改
革
の
徹
底

　

消
費
税
引
上
げ
は
社
会
保
障
の
安
定
財
源

確
保
と
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
重
要
だ
。

消
費
税
引
上
げ
に
は
行
政
改
革
の
徹
底
が
前

提
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、「
ま
ず
隗か
い

よ
り
始
め
よ
」
の

精
神
に
基
づ
き
地
方
を
含
め
た
政
府
、
議
会

が
自
ら
身
を
削
る
べ
き
で
あ
る
。

❖
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

　

法
人
実
効
税
率
は
平
成
23
年
度
税
制
改
正

で
５
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
ア
ジ
ア
、
欧

州
各
国
と
の
税
率
格
差
は
依
然
と
し
て
解
消

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
米
国
オ
バ
マ
政
権
は

30
％
以
下
に
引
き
下
げ
る
案
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
我
が
国
も
、
法
人
税
負
担
は
地
方
税

を
含
め
て
大
幅
に
軽
減
す
べ
き
だ
。
法
人
実

効
税
率
20
％
台
の
実
現
と
中
小
企
業
の
軽
減

税
率
の
15
％
本
則
化
、
適
用
所
得
金
額

１
６
０
０
万
円
へ
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

❖
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

　

中
小
企
業
が
時
代
や
環
境
の
変
化
、
特
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
存
在
感
を
確
保
し

経
済
社
会
へ
の
貢
献
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
①
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
拡
充

と
本
則
化
②
交
際
費
課
税
の
見
直
し
③
役
員

給
与
の
損
金
算
入
の
拡
充
な
ど
を
求
め
る
。

❖
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

　

平
成
25
年
度
税
制
改
正
で
、
納
税

猶
予
制
度
の
要
件
緩
和
や
手
続
き
の

簡
素
化
な
ど
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
中
小

企
業
が
円
滑
な
事
業
承
継
を
行
う
に
は
ま
だ

不
十
分
で
、
さ
ら
に
、
①
株
式
総
数
上
限

（
３
分
の
２
）
の
撤
廃
と
相
続
税
の
納
税
猶

予
割
合
（
80
％
）
を
1
0
0
％
に
引
き
上

げ
る
②
死
亡
時
ま
で
株
式
を
所
有
し
な
い
と

猶
予
税
額
が
免
除
さ
れ
な
い
制
度
を
、
５
年

経
過
時
点
で
免
除
す
る
よ
う
見
直
す
③
対
象

会
社
を
拡
大
す
る
―
な
ど
を
求
め
る
。
ま
た
、

事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し
た
本

格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を
求
め
る
。

　

そ
の
他
、「
国
と
地
方
の
あ
り
方
」「
震
災

復
興
」「
税
目
別
の
具
体
的
意
見
」
な
ど
に

つ
い
て
も
提
言
を
行
っ
た
。

（
提
言
全
文
は
全
法
連
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
）

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

税制改正提言を審議する９月３日の全法連税制・税務委
員会（全法連会館で）
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五輪経済効果は何兆円？
成長率大幅押し上げの期待も

　2020年夏季オリンピックの東京開催が決まった。その経
済効果についての試算は、３兆円から150兆円まで実に幅が
広い。実際のところは、試算不能というのが正解だ。
　東京招致が決定した直後には、経済効果は３兆円という試
算が新聞やテレビでどっと流された。その時点では、東京都
の招致委員会による試算しかなかったためである。
　その試算は、競技会場や選手村などの施設整備費に3831
億円、観戦客が宿泊や買い物で落とす金額が１兆2200億円。
経済効果の総額は２兆9600億円という内容。
　だが、この試算は対象を狭い範囲だけに絞っている。周辺
部分まで視野に入れれば、経済効果はもっとずっと大きくな
る。
　たとえば老朽化が進んだ首都高速道路の大改修。高速道
路会社によると、総延長301㌔のうち16㌔は全面更新、
28㌔は大規模改修が必要だという。
　その費用は9100億円。まだ財源は見つかっていないが、
あれだけ東京の安全性をＰＲして誘致したのだから、やらな
いわけにはいかない。
　交通関係では、このほか臨海地区と都心を結ぶ新しい道路
や橋の建設。新しい地下鉄。また羽田と成田を直結する高速
鉄道。さらに羽田空港と成田空港の滑走路を増設して発着便
を増やす計画もある。
　それにホテルなどの宿泊施設や飲食店、小売店の増築、改
装など。東京だけでなく、地方の観光地にも動きは広がるだ
ろう。
　このように視野を広げれば、オリンピックの経済効果は限
りなく拡大するかのようにみえる。一部の試算は150兆円に
のぼると推定している。
　その限界を決めるのは、財源の問題だと言っていい。実際
にオリンピックに投入される公的な資金と民間の投資を合わ
せた金額。それが現実の経済効果になるわけだ。
　したがって正確な試算は不可能だが、仮に100兆円だと
想定してみる。するとＧＤＰの約２割だから、2020年までの
年平均は約３％。それだけ成長率を押し上げるはずだと、獲
らぬ何とかの皮算用もできるわけだ。
� （経済評論家　池内正人）

池内さんのブログ
「経済なんでも研究会」で検索できます。無料です。
人気ブログランキングへのクリックも。

　

安
倍
内
閣
は
10
月
初
め
、
消
費
税
増

税
や
企
業
減
税
を
中
心
と
し
た
新
た
な

経
済
対
策
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
に
先

駆
け
て
、
全
法
連
税
制
・
税
務
委
員
会
は

９
月
３
日
の
全
体
会
議
で
、
緊
急
要
望

を
決
議
し
た
。

　

緊
急
要
望
で
は
、
経
済
の
根
幹
を
支

え
る
中
小
企
業
が
、
経
済
社
会
へ
の
貢
献

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
中

小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
拡
充
と
少
額
減

価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入
の

特
例
の
見
直
し
を
求
め
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
全
法
連
の
横
山
恒
美
専

務
は
９
月
６
日
、
財
務
省
主
税
局
と
中
小

企
業
庁
に
対
し
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

税
制
セ
ミ
ナ
ー
は
来
年
２
月

　

27
年
度
税
制
改
正
に
向
け
た
法
人
会
の
最

初
の
取
り
組
み
と
な
る
「
平
成
26
年
度
税
制

セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
来
年
２
月
18
日
、
東
京
・

新
宿
の
「
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東

京
」
で
行
わ
れ
る
。

　

財
務
省
に
よ
る
26
年
度
改
正
に
つ
い
て
の

解
説
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

成
長
戦
略
で
緊
急
ア
ピ
ー
ル

　

全
法
連
理
事
会
は
９
月
19
日
、
全
法
連
会

館
で
開
か
れ
、
全
法
連
税
制
・
税
務
委
員
会

（
柳
田
道
康
委
員
長
）
が
取
り
ま
と
め
た
「
平

成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を
正

式
決
定
し
た
。

　

提
言
で
は
、
安
倍
内
閣
に
対
し
、
強
い
日

本
経
済
構
築
に
向
け
、
困
難
に
も
臆
せ
ず
、

諸
改
革
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
求
め
た
。

　

特
に
、
一
体
改
革
と
の
関
連
で
は
、
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
の
た
め
に
、

重
点
化
・
効
率
化
に
よ
る
給
付
の
抑
制
と
、

公
費
以
外
で
の
公
平
で
適
正
な
負
担
の
確
保

の
重
要
性
を
指
摘
し
、
財
政
健
全
化
や
行
政

改
革
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
行

政
改
革
の
徹
底
と
、
円
滑
な
価
格
転
嫁
の
た

め
に
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
要
望
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
法

人
税
率
の
引
き
下
げ
や
中
小
企
業
の
活
性
化

に
資
す
る
税
制
措
置
（
投
資
促
進
税
制
の
本

則
化
・
交
際
費
課
税
の
見
直
し
、
事
業
承
継

税
制
の
さ
ら
な
る
拡
充
な
ど
）
を
昨
年
に
引

き
続
き
求
め
た
。

　

10
月
以
降
、
全
法
連
は
各
政
党
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
出
席
す
る
ほ
か
、
財
務
省
、
中
小
企

業
庁
に
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。
各
県
連
・

単
位
会
も
地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
地
方
自

治
体
首
長
な
ど
に
対
し
要
望
を
行
う
予
定
。

26
年
度
改
正
提
言
を
決
議
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ガ
ソ
リ
ン
・
電
気
が
負
担
に

　
「
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

（screw
flation

）―
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
の
米
国
で
流
行
し
た
造
語
で
あ
る
。

物
価
の
上
昇
（inflation

）
が
低
中
所
得

層
の
困
窮
（screw

）
に
拍
車
を
か
け
る

現
象
を
指
す
。
米
投
資
家
の
ダ
グ
ラ
ス
・

カ
ス
氏
が
名
づ
け
親
の
よ
う
だ
。

　

金
融
危
機
の
後
遺
症
で
米
経
済
の
成
長

が
鈍
り
、
雇
用
や
賃
金
も
伸
び
に
く
く

な
っ
た
。
そ
こ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
と

い
っ
た
生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
が
重
な

り
、
低
中
所
得
層
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
た
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
病
が
今
度
は
日
本
経

済
を
む
し
ば
む
可
能
性
が
あ
る
。

　

日
本
の
13
年
８
月
の
消
費
者
物
価
指
数

（
生
鮮
食
品
を
除
く
）
は
前
年
同
月
比
で

０
・
８
％
上
昇
し
、
08
年
11
月
以
来
の
大

幅
な
上
昇
率
を
記
録
し
た
。
ニ
ッ
セ
イ
基

礎
研
究
所
の
斎
藤
太
郎
経
済
調
査
室
長
に

よ
る
と
、
上
昇
品
目
と
下
落
品
目
の
割
合

は
42
％
と
46
％
で
、
そ
の
差
も
こ
こ
に
き

て
急
速
に
縮
小
し
て
い
る
と
い
う
。

　

金
融
緩
和
や
財
政
出
動
の
効
果
で
景
気

が
回
復
し
、
物
価
全
般
に
上
昇
圧
力
が
か

か
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。
13
年
４
～
６

月
期
の
需
要
不
足
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
１
・
５
％
で
、
12
年
７
～
９
月
期

の
３
・
１
％
か
ら
着
実
に
縮
小
し
て
い
る
。

企
業
や
個
人
の
期
待
の
高
ま
り
も
現
実
の

物
価
に
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
円
安
、
原
油
高
、
原
子
力
発
電

所
の
稼
働
停
止
と
い
っ
た
要
因
が
ガ
ソ
リ

ン
代
や
電
気
代
な
ど
を
押
し
上
げ
、
物
価

の
上
昇
を
加
速
さ
せ
て
い
る
の
は
否
め
な

い
。
13
年
８
月
の
消
費
者
物
価
上
昇
率
を

10
大
費
目
別
に
み
て
も
、「
光
熱
・
水
道
」

（
６
・
０
％
）
や
「
交
通
・
通
信
」（
３
・

１
％
）
の
高
さ
が
目
立
つ
。

　

第
一
生
命
経
済
研
究
所
の
永
浜
利
広
主

席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
12
年
の
消
費
支
出
に

占
め
る
生
活
必
需
品
の
割
合
を
計
算
し
た

と
こ
ろ
、
年
収
２
０
０
万
円
未
満
は
59
％
、

年
収
１
５
０
０
万
円
以
上
は
38
％
だ
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
代
や
電
気
代
の
値
上
が
り
を
よ

り
強
く
体
感
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に

所
得
の
少
な
い
階
層
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
フ
レ
で
実
質
金

利
が
高
止
ま
り
し
、
設
備
投
資
や
住
宅
投

資
な
ど
を
抑
制
し
た
結
果
、
09
～
11
年
度

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
累
積
で
８
・
５
兆
円
程

度
押
し
下
げ
ら
れ
た
―
。
13
年
版
の
経
済

財
政
白
書
は
こ
う
分
析
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
今
の
物
価
上
昇
の
「
体
感
温

度
」
が
所
得
階
層
に
よ
っ
て
違
う
点
に
は

注
意
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「
生
活
必
需
品

の
値
上
が
り
で
家
計
の
や
り
繰
り
が
む
し

ろ
苦
し
く
な
っ
た
」
と
い
う
低
中
所
得
層

の
不
満
に
ど
う
こ
た
え
る
か
。
そ
こ
に
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

　

重
要
な
の
は
や
は
り
賃
金
の
上
昇
だ
ろ

う
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
13
年
8
月

の
実
質
賃
金
指
数
（
事
業
所
規
模
５
人
以

上
）
は
季
節
調
整
値
で
98
・
5
。
安
倍
政

権
が
発
足
し
た
12
年
12
月
の
97
・
７
を
わ

ず
か
に
上
回
る
水
準
に
す
ぎ
な
い
。

賃
上
げ
促
す
官
民
の
努
力
を

　

景
気
の
回
復
に
伴
っ
て
賞
与
や
残
業
代

は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
所
定
内
給
与
の

動
き
は
な
お
鈍
い
。
規
制
緩
和
や
法
人
減

税
を
柱
と
す
る
成
長
戦
略
で
日
本
経
済
を

底
上
げ
す
る
官
の
努
力
と
、
生
産
性
の
上

昇
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
を
実
現
す
る
民
の

努
力
が
と
も
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
が
集
計
し
た

民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
平
均
予
測
に
よ
る

と
、
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
13
年
度
の

０
・
５
％
か
ら
、
14
年
度
に
は
２
・
８
％

に
高
ま
る
。
消
費
税
率
を
14
年
４
月
に

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
る
た
め
だ
。

　

財
政
健
全
化
の
一
歩
を
踏
み
出
す
消
費

増
税
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
を
機
に
ス
ク

リ
ュ
ー
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
侵
さ
れ
る
の
は

避
け
た
い
。
低
中
所
得
層
の
負
担
感
が
高

ま
り
す
ぎ
な
い
よ
う
な
工
夫
は
要
る
。

低
所
得
層
に
重
い
物
価
の
上
昇

～
避
け
た
い
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
～

H
・
Ｋ

　

消
費
者
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
追
い

風
も
受
け
、
日
本
の
デ
フ
レ
は
転
機
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
だ
が
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
ガ

ソ
リ
ン
代
や
電
気
代
の
値
上
が
り
が
大
き
い
の
は
見
逃
せ
な
い
。
２
０
１
４
年
４
月
の
消

費
増
税
も
控
え
て
い
る
だ
け
に
、
低
中
所
得
層
へ
の
影
響
は
注
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。
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政
府
が
国
保
運
営
の
広
域
化
を
急
ぐ
背

景
に
は
、
社
会
構
造
の
急
激
な
変
化
が
あ

る
。
自
営
業
者
や
農
林
水
産
業
者
を
中
心

に
発
足
し
た
が
、
現
在
は
退
職
者
や
非
正

規
労
働
者
、
無
職
の
人
が
多
く
を
占
め
る

の
だ
。
結
果
と
し
て
、
保
険
料
滞
納
の
深

刻
化
と
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
に
伴
う
医

療
費
の
増
大
を
招
き
、
財
政
が
火
の
車
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
以
上
に
深
刻
な
の
は
、
本
格
的
な

人
口
減
少
で
あ
る
。

　

過
疎
化
が
進
む
自
治
体
で
は
、
加
入
者

自
体
が
減
り
、
国
保
運
営
そ
の
も
の
が
困

難
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

地
域
医
療
の
効
率
化
の
狙
い
も

　

政
府
が
、
都
道
府
県
に
白
羽
の
矢
を
立

て
た
の
は
、「
規
模
を
大
き
く
す
れ
ば
財

政
が
安
定
す
る
」
と
の
判
断
だ
。
し
か
し
、

狙
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

都
道
府
県
は
医
療
計
画
の
策
定
者
で
あ

り
、
広
域
的
な
地
域
情
報
を
把
握
で
き
る

こ
と
か
ら
「
病
院
機
能
の
再
編
な
ど
地
域

内
の
医
療
の
効
率
化
も
進
む
」
と
の
思
惑

が
あ
る
。

　

だ
が
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
少
な

く
な
い
。
同
じ
都
道
府
県
内
で
も
市
町
村

ご
と
の
保
険
料
は
最
大
３
倍
近
い
開
き
が

あ
る
。
こ
れ
を
統
一
す
る
に
は
、
負
担
増

に
な
る
人
へ
の
説
得
が
避
け
ら
れ
な
い
。

直
接
住
民
に
接
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
都

道
府
県
が
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
へ
の

不
安
も
強
い
。
政
府
は
、
引
き
続
き
市
町

村
に
担
わ
せ
る
考
え
だ
が
、「
下
請
け
」

と
な
る
自
治
体
の
士
気
が
下
が
れ
ば
、
徴

収
率
に
影
響
し
か
ね
な
い
。

　

こ
れ
ら
以
上
に
難
し
い
の
が
赤
字
体
質

か
ら
の
脱
却
だ
。
国
家
財
政
を
考
え
れ
ば

新
た
な
税
財
源
の
確
保
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
健
保
組
合
の
負
担
を
重
く
す
る

「
総
報
酬
割
」
の
全
面
導
入
を
考
え
出
し

た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

健
保
組
合
な
ど
は
高
齢
者
医
療
へ
の
支

援
金
を
拠
出
す
る
が
、
現
行
は
負
担
額
を

加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
し
て
い
る
。
こ

れ
を
、
加
入
者
の
年
収
に
応
じ
て
負
担
す

る
方
式
に
完
全
移
行
し
よ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
「
総
報
酬
割
」
の

全
面
導
入
に
よ
っ
て
増
え
る
大
企
業
健
保

の
支
援
金
を
活
用
し
、
中
小
企
業
な
ど
の

「
協
会
け
ん
ぽ
」
の
負
担
を
肩
代
わ
り
さ

せ
る
。
そ
の
結
果
、「
協
会
け
ん
ぽ
」
に

充
て
ら
れ
て
い
る
公
費
年
２
３
０
０
億
円

が
浮
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
国
保
支
援
の

財
源
に
回
そ
う
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

健
保
組
合
に
負
担
を
押
し
つ
け

　

だ
が
、
こ
の
案
は
「
取
り
や
す
い
と
こ

ろ
か
ら
取
る
」
と
の
印
象
が
拭
え
な
い
。

健
保
組
合
が
「
国
費
の
肩
代
わ
り
で
あ
り
、

納
得
で
き
な
い
」
と
反
発
し
、「
総
報
酬

割
で
浮
い
た
公
費
は
高
齢
者
医
療
の
財
政

支
援
に
使
い
、
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
く

す
る
の
が
筋
だ
」
と
主
張
す
る
の
も
当
然

で
あ
る
。

　

一
方
、
都
道
府
県
か
ら
は
「
場
当
た
り

的
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
引
き
受
け
ら
れ
な

い
」
と
の
声
が
出
る
。
高
齢
化
で
医
療
費

は
伸
び
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
健

保
組
合
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
だ
け
で
は
、

国
保
財
政
の
構
造
問
題
の
根
本
解
決
に
は

な
ら
な
い
と
み
て
い
る
の
だ
。

　

国
保
の
破
綻
は
日
本
の
医
療
制
度
の
崩

壊
を
意
味
す
る
。「
最
後
の
砦
」
を
守
る

た
め
に
も
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
安
定
的

な
税
財
源
確
保
に
乗
り
出
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

政
府
が
急
ぐ
国
保
の
都
道
府
県
化

健
保
へ
の
負
担
押
し
つ
け
で
は
解
決
せ
ず

　

国
民
皆
保
険
の
「
最
後
の
砦
」
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
が
財
政
危
機
に
苦
し

ん
で
い
る
。
毎
年
３
０
０
０
億
円
を
超
す
赤
字
を
出
し
続
け
、
運
営
主
体
で
あ
る
市
町
村

が
一
般
会
計
か
ら
穴
埋
め
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。
財
政
立
て
直
し
の
た
め
に
、
政
府
の

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」
が
出
し
た
答
え
が
都
道
府
県
へ
の
移
管
だ
。
こ
れ
を

受
け
て
、
政
府
は
、
都
道
府
県
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
大
企
業
の
健
康
保
険
組
合
（
健

保
組
合
）
の
負
担
を
増
や
し
新
た
な
支
援
財
源
を
捻
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
財
源
だ
け
で
は
、
構
造
的
な
赤
字
問
題
の
解
決
に
は
至
ら
な
い

と
の
見
方
は
強
い
。
負
担
増
と
な
る
健
保
組
合
が
反
発
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県

側
か
ら
も
不
安
の
声
が
上
が
り
、
今
後
の
本
格
議
論
で
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
。

Ｍ
・
Ｋ
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歪
み
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
も
、
廃
止
す
る
の

は
困
難
と
な
る
」
と
し
て
、
加
速
度
償
却
の

縮
減
、
投
資
税
額
控
除
の
廃
止
な
ど
に
よ
っ

て
課
税
ベ
ー
ス
を
拡
大
し
つ
つ
、
法
人
税
率

を
46
％
か
ら
34
％
へ
引
き
下
げ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
米
国
は
、
レ
ー
ガ
ン
１
期
の
経
済

政
策
に
よ
る
大
幅
な
財
政
赤
字
の
拡
大
に
悩

ま
さ
れ
る
一
方
で
、
各
種
の
大
企
業
が
優
遇

税
制
を
受
け
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
国
民
的

非
難
を
受
け
て
い
た
。
東
海
岸
に
偏
る
重
厚

長
大
産
業
は
、
わ
が
国
な
ど
と
の
競
争
に
敗

れ
不
振
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
も
、
設
備
投
資
減

税
な
ど
に
よ
り
何
と
か
生
き
伸
び
て
い
た
。

　

レ
ー
ガ
ン
２
期
の
税
制
改
革
は
、
そ
れ
ら

製
造
業
だ
け
に
恩
恵
が
偏
っ
た
税
制
を
廃
止

し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
減
税
の
恩
典
を
受
け

る
よ
う
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

西
海
岸
に
新
た
に
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
ハ
イ

テ
ク
産
業
を
中
心
に
減
税
効
果
が
表
れ
、
今

日
の
Ｉ
Ｔ
産
業
興
隆
の
基
礎
を
築
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

法
人
税
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

２
．

　

も
う
ひ
と
つ
参
考
に
な
る
の
が
、「
法
人

税
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
。
冷
戦
後
の
Ｅ

Ｕ
諸
国
で
は
、
自
国
へ
外
国
企
業
を
引
き
つ

け
よ
う
と
、
激
し
い
法
人
税
率
引
き
下
げ
競

争
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
20
年
間
で
各
国

の
法
人
税
率
（
表
面
税
率
）
は
20
％
程
度
下

が
っ
た
。
し
か
し
、
法
人
税
収
を
み
る
と
、

各
国
と
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
増
収
に
な
っ
た
、
と

い
う
歴
史
的
な
事
実
で
あ
る
。

　

多
く
の
学
者
が
こ
れ
を
「
法
人
税
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
」
と
し
て
研
究
し
た
。
そ
の
結
果
、

次
の
２
つ
が
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
生
じ
た
理
由

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

第
１
に
、
各
国
と
も
法
人
税
率
の
引
下
げ

と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
例
を
見
直
し
て

課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
２
に
、
税
率
引
き
下
げ
に
よ
り
人
々
の
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
企
業
家
精
神
）

が
刺
激
さ
れ
、
新
規
開
業
率
が
高
ま
り
経
済

が
活
性
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
法
人
税
改
革
の
議
論
を

成
功
裏
に
終
わ
ら
せ
る
に
は
、
課
税
ベ
ー
ス

の
拡
大
と
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
が

沸
き
起
こ
る
よ
う
な
規
制
緩
和
・
成
長
戦
略

を
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い

う
教
訓
が
得
ら
れ
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
成
長
戦
略
で
は
、
以
上
の

よ
う
な
法
人
税
改
革
を
期
待
し
た
い
。

　

消
費
税
率
の
来
年
４
月
引
上
げ
が
決
ま
る

と
、
税
制
の
議
論
は
法
人
税
減
税
に
向
か
う
。

私
は
、
こ
の
欄
で
も
主
張
し
て
き
た
が
、
わ

が
国
経
済
の
空
洞
化
の
阻
止
や
、
外
国
か
ら

わ
が
国
へ
の
投
資
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
、

法
人
実
効
税
率
を
数
％
引
き
下
げ
、
他
の
先

進
諸
国
並
み
に
す
る
政
策
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

他
方
で
、
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
時
期

に
、
企
業
に
ネ
ッ
ト
減
税
を
行
う
こ
と
は
財

政
再
建
の
観
点
か
ら
矛
盾
で
あ
り
、
国
民
感

情
と
し
て
も
受
け
い
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
減
税
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

国
際
的
な
２
つ
の
出
来
事
を
参
考
に
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
レ
ー
ガ
ン
第
２
期（
１
９
８
６
年
）

の
法
人
税
改
革
で
、
税
制
改
革
の
お
手
本
と

も
金
字
塔
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
政
策

立
案
者
で
あ
る
元
財
務
次
官
補
の
ロ
ナ
ル

ド
・
パ
ー
ル
マ
ン
氏
は
、
私
の
親
し
く
し
て

い
る
友
人
で
あ
る
が
、
彼
が
02
年
３
月
26
日

の
税
制
調
査
会
総
会
で
、
レ
ー
ガ
ン
法
人
税

改
革
に
つ
い
て
興
味
深
い
内
容
の
発
言
を
し

て
い
る
。
い
ま
読
ん
で
も
示
唆
に
富
む
も
の

で
、
少
し
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み
よ
う
。

（
一
部
、
趣
旨
の
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
筆
者

が
手
直
し
し
た
）

　
「
レ
ー
ガ
ン
税
制
改
革
の
哲
学
は
、
市
場

こ
そ
が
、
経
済
行
動
を
調
整
す
る
最
善
の
手

段
と
信
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
特
別
な
所

レ
ー
ガ
ン
２
期
の
税
制
改
革

１
．

得
控
除
や
税
額
控
除
な
ど
に
よ
っ
て
、
企
業

行
動
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、

精
度
は
低
く
、
効
率
的
な
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
歪
み
を
も
た
ら
し
非
効
率
的
で
、

結
局
、
高
く
つ
く
。
長
期
的
な
経
済
成
長
の

た
め
に
は
、
政
府
は
企
業
の
意
思
決
定
に
は

介
入
せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
経
済
活
動
に
対
す

る
実
効
税
率
の
格
差
を
最
小
に
す
る
よ
う
な

税
制
こ
そ
が
必
要
だ
」

　
「
特
定
の
グ
ル
ー
プ
や
特
定
分
野
の
企
業

を
優
遇
す
る
租
税
特
別
措
置
は
、
い
っ
た
ん

法
律
に
な
る
と
、
期
待
さ
れ
る
成
果
を
生
ま

ず
、
減
税
額
が
減
税
以
外
の
メ
リ
ッ
ト
に
見

合
わ
な
く
て
も
、
ま
た
、
経
済
に
予
期
せ
ぬ

レーガノミクス、
法人税パラドックスに学ぶ

法人税減税
東京財団上席研究員　森信茂樹
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ご
指
摘
の
よ
う
に
、
平

成
25
年
度
税
制
改
正
に
よ
っ

て
、
教
育
資
金
の
一
括
贈
与

の
非
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ
、

祖
父
母
な
ど
が
、
直
系
卑
属
で
あ
る
30
歳
未

満
の
孫
な
ど
に
対
し
、
１
５
０
０
万
円
（
学

校
以
外
の
塾
な
ど
に
支
払
う
場
合
は
、

５
０
０
万
円
）
ま
で
贈
与
し
た
場
合
に
、
贈

与
税
が
非
課
税
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
非
課
税
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、

贈
与
を
す
る
祖
父
母
な
ど
が
、
信
託
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
と
「
教
育
資
金
管
理
契
約
」

を
締
結
し
、
そ
の
金
融
機
関
に
贈
与
を
受
け

る
孫
な
ど
の
名
義
の
口
座
を
開
設
し
、
教
育

資
金
を
拠
出
し
ま
す
。
孫
な
ど
は
、
そ
の
贈

1.

相
続
税
法
は
、「
扶
養
義
務
者
相
互
間
に
お

い
て
生
活
費
又
は
教
育
費
に
充
て
る
た
め
に

し
た
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
う
ち
通

常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
に
つ
い
て
、

贈
与
税
を
非
課
税
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
「
扶
養
義
務
者
」
と
は
、「
配

偶
者
、
直
系
血
族
、
兄
弟
姉
妹
及
び
家
庭
裁

判
所
の
審
判
を
受
け
て
扶
養
義
務
者
と
な
っ

た
三
親
等
内
の
親
族
」
を
い
う
も
の
と
解
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
祖
父
母
で
あ
れ
ば
、
そ

の
孫
な
ど
に
対
し
、
生
計
を
一
に
し
て
い
な

く
て
も
、
非
課
税
に
な
る
贈
与
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
通
常
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も

の
」
と
は
、「
教
育
費
と
し
て
必
要
な
都
度
、

直
接
こ
れ
ら
の
用
に
充
て
ら
れ
る
た
め
に
贈

与
に
よ
っ
て
取
得
し
た
も
の
」
と
解
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
将
来
の
教
育
資
金
と
し
て
預

貯
金
に
し
て
お
く
も
の
に
つ
い
て
は
、
非
課

税
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
相
続
税
法
は
、
受
贈
者
ご
と
に
、

年
１
１
０
万
円
ま
で
の
贈
与
に
つ
い
て
非
課

税
（
基
礎
控
除
）
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
教

育
費
等
と
し
て
非
課
税
と
な
ら
な
い
贈
与
で

あ
っ
て
も
、
右
の
基
礎
控
除
の
範
囲
内
で
あ

れ
ば
、
贈
与
税
は
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　

以
上
の
よ
う
に
、
祖
父
母
な
ど
が
孫
な

ど
に
対
し
て
教
育
費
を
支
援
（
贈
与
）
す
る

場
合
に
は
、
３
種
類
の
非
課
税
（
又
は
基
礎

控
除
）
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
よ
う
に
、
お
孫
さ
ん
の
た
め
に
、

年
々
の
授
業
料
等
の
教
育
費
を
負
担
し
た
う

え
で
、
将
来
に
備
え
て
、
平
成
25
年
度
税
制

改
正
で
設
け
ら
れ
た
教
育
資
金
の
一
括
贈
与

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

特
に
、
ご
質
問
の
場
合
に
は
、
教
育
資
金
の

一
括
特
例
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
お
孫
さ
ん

が
大
学
医
学
部
等
に
入
学
さ
れ
て
多
額
な
入

学
金
等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
有
効
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
特
例
の
適
用
に
お
い
て
は
、

詳
細
な
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

口
座
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
金
融
機
関
と
よ

く
相
談
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

前
述
の
よ
う
に
、
教
育
資
金
管
理
契
約
が
終

了
す
る
日
（
受
贈
者
が
30
歳
に
な
っ
た
日
な

ど
）
に
お
い
て
、
教
育
費
と
し
て
支
出
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
口
座
に
残
額
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
時
に
贈
与
が
あ
っ
た
も
の

と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
留
意
し
て
下

さ
い
。

3.

税務相談Q&A

与
額
に
係
る
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
対

し
て
、
取
扱
い
金
融
機
関
を
経
由
し
て
、

「
教
育
資
金
非
課
税
申
告
書
」を
提
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
孫
な
ど
は
、
学
校
な
ど
へ
入
学

金
、
授
業
料
等
を
支
払
う
と
き
に
は
、
そ
の

領
収
書
を
そ
の
金
融
機
関
に
提
出
し
て
、
預

け
て
あ
る
資
金
の
払
出
し
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
払
出
し
を
し
た
結
果
、「
教

育
資
金
管
理
契
約
が
終
了
す
る
日
」（
孫
な

ど
が
30
歳
に
な
っ
た
日
な
ど
）
に
お
い
て
、

そ
の
口
座
に
残
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
終

了
の
日
を
課
税
時
期
と
し
て
、
そ
の
残
額
に

つ
い
て
贈
与
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
贈
与

税
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
非
課
税
制
度
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に

贈
与（
そ
の
口
座
に
資
金
を
拠
出
す
る
こ
と
）

し
た
も
の
に
つ
い
て
、
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
非
課
税
制
度
と
は
別
に
、

2.

私
は
、
私
立
中
学
に
通
っ
て
い
る
孫
に
対
し
て
、
年
間
１
０
０
万
円
ほ
ど

の
教
育
費
を
援
助
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
平
成
25
年
度
税

制
改
正
で
設
け
ら
れ
た
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
（
１
５
０
０
万
円
）
の
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
か
。

教
育
費
の
通
常
の
援
助
と

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
の

併
用
は
可
能

孫
に
対
す
る
教
育
資
金
の
一
括
贈
与

A Q

品川  芳宣
筑波大学名誉教授
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日
本
人
の

　
「
江
戸
の
昔
、
庶
民
は
名
字
を
名
乗
れ

な
か
っ
た
の
に
、
や
く
ざ
は
な
ぜ
名
字
を

持
っ
て
い
た
の
か
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
確
か
に
清
水
次
郎
長
、
大
前
田
英

五
郎
、
国
定
忠
治
、
黒
駒
勝
蔵
、
笹
川
繁

蔵
と
い
っ
た
よ
う
に
、
講
談
や
芝
居
で
お

な
じ
み
の
親
分
は
、
み
な
名
字
ら
し
い
も

の
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
名
字
で
は
な
く
、
博
徒

仲
間
の
間
に
通
用
し
た
あ
だ
名
み
た
い
な

も
の
で
、
そ
の
多
く
は
縄
張
り
に
し
て
い

た
地
名
を
取
っ
て
い
る
。

　

次
郎
長
は
駿
河
（
静
岡
県
）
の
清
水
港

一
帯
、
忠
治
は
上
州
（
群
馬
県
）
の
国
定

村
、
勝
蔵
は
甲
州
（
山
梨
県
）
の
黒
駒
村

を
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
勢
力
範
囲
に
し
て
い

た
の
で
、「
こ
こ
で
オ
レ
に
断
り
も
な
く

賭
場
を
開
い
た
ら
承
知
し
ね
ぇ
ぞ
」
と
縄

張
り
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時

代
の
武
士
が
平
や
源
な
ど
の
本
名
を
離
れ
、

三
浦
と
か
千
葉
と
か
自
分
の
領
地
を
名
字

に
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

次
郎
長
は
山
本
長
五
郎
、
忠
治
は
長
岡

忠
次
郎
、
勝
蔵
は
小
池
勝
蔵
と
い
う
非
公

式
な
が
ら
名
前
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し

ほ
と
ん
ど
の
や
く
ざ
は
人
別
帳
（
戸
籍
）

か
ら
は
ず
さ
れ
た
無
宿
人
。
つ
ま
り
社
会

的
に
は
抹
殺
さ
れ
た
存
在
な
の
で
、
氏
名

を
名
乗
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
。

国
定
忠
治
は
殺
人
と
関
所
破
り
で
裁
判
に

か
け
ら
れ
磔
に
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の

判
決
文
に
は
「
国
定
村
無
宿
人
忠
治
郎
」

と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。�

（
横
目
正
）

大親分の名字

（26）

自然災害での損失は、どうなるの？！
　今年は、思いもしない災害に見舞われたという方も多
かったことでしょう。
　災害での被害については、被災者生活再建支援法な
どで援助が受けられることになっています。ただ、被害
を受けたすべての人が対象になるかといえば、基準は意
外と厳しい条件がついています。たとえば、竜巻なら全
壊した家屋が同じ市町村に10世帯以上なければ対象に
ならないのです。
　また、受けられる補償も最大で300万円。一定以上
の被害を受けていなければ、補償対象にはならないので、
これだけで復旧は無理かもしれません。
　実は、自然災害に意外と効力を発揮してくれるのが
「火災保険」。火災のための保険ではありますが、落雷、
風害、ひょう害、雪害などの補償も含まれています。
　さらに、通常の「火災保険」よりも広い範囲を補償し
ている「住宅総合保険」に加入していれば、条件付きで
はありますが、河川の氾濫などの水害の補償もしてくれ
ます。
　車が集中豪雨で流されてしまうというようなケースも
多々ありました。特に、買ったばかりの新車を流された
りすると悲劇的。ただ、新車の場合には、自動車保険に
車両保険をつけているケースが多く、これで補償されま
す。
　災害でケガをして病院に運ばれて手当をしてもらった
というような場合には、生命保険に入っていると入院特
約や通院特約で治療が保障されます。保険によっては
特約が付いていないケースもあるのでチェックしてみま

しょう。単体の医療保険でも、条件を満たしていれば同
様に保障されます。
　農家の方の場合には、ＪＡ共済に加入しているケース
が多いのではないかと思いますが、ＪＡ共済の「建物更
生共済」なら、台風や竜巻、豪雨などの自然災害はもち
ろん、地震や津波の補償もしています。通常の保険では、
地震や津波などで被害を受けても免責になっています。
補償されるには「地震保険」に加入しなくてはなりません。
そういう意味では「建物更生共済」はオールラウンドに
自然災害に対処できる保険と言えます。ただし、ネック
は、満期にお金が戻ってくるぶん、支払う保険料が高い
ことです。
　今年、何らかの災害にあった人は、来年、確定申告す
れば税金が戻ってきます。
　自然災害での被害は、「雑損控除」と「災害減免法に
よる所得税の軽減免除」で税金が軽減されます。
　雑損控除は、震災、風水害、冷害、雪害、落雷など
自然現象による異変だけでなく、火災、火薬類の爆発な
どの人的災害、害虫被害、盗難、横領なども対象となり
ます。ただし、生活に必要な住宅や家具、衣類などが対
象で、事業用の資産や別荘は対象外となっています。
　「災害減免法による所得税の軽減免除」は、損失が住
宅や家財の時価の半分以上にあたるなど、一定の条件
をクリアすれば適用されます。
　併用できないので、どちらを使うとより有利なのかは、
確定申告の時に税務署で計算してもらって判断するとい
いでしょう。
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江
戸
時
代
の
人
口
は
、
８
割
が
農
民
な
の
で
、

税
の
基
本
は
「
本
年
貢
」
と
呼
ぶ
田
の
収
穫
、

つ
ま
り
米
が
主
要
な
税
収
源
で
あ
る
。
そ
こ
で

教
科
書
で
は
、
汗
水
流
し
た
米
の
収
穫
の
半
分

以
上
が
年
貢
（
税
）
と
な
り
、
農
民
は
塗
炭
の

苦
し
み
を
し
た
、
と
教
え
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
人
口
統
計
を
見
る
と
、
江
戸
初

期
か
ら
中
期
ま
で
の
年
平
均
人
口
増
加
率
は
、

毎
年
０
・
４
か
ら
１
％
で
、
１
世
紀
で
人
口
は

倍
増
し
た
。
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
年
平

均
０
・
１
％
の
増
加
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
は
江
戸
時
代
の
農
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ

り
も
生
活
が
楽
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

と
い
う
の
も
、
農
民
の
収
入
は
米
作
だ
け
で

は
な
い
。
西
日
本
で
は
、
米
の
収
穫
が
終
わ
る

と
裏
作
で
麦
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
無
税
で
、

全
て
農
民
の
収
入
と
な
っ
た
。
他
に
も
収
入
が

あ
る
。
農の
う

間か
ん

商あ
き

内な
い

で
あ
る
。

　

農
業
の
か
た
わ
ら
商
い
す
る
こ
と
で
、
手
拭

な
ど
生
活
用
品
、
酒
や
油
、
豆
腐
、
醤
油
、
瀬

戸
物
、
釘
や
農
具
な
ど
か
ら
菓
子
を
売
る
農
家

ま
で
各
種
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
無
税
で
あ
る
。

　

年
貢
の
対
象
と
な
っ
た
田
畑
が
、
収
入
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
農
家
も
多
い
。
記
録
上
は
田
畑

が
僅
か
な
小
前
百
姓
、
無む

高た
か

の
水
呑
み
百
姓
で

も
貧
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
農
耕
は
余
業
で
農

間
商
内
渡と

世せ
い

、
中
に
は
男
は
各
地
を
回
っ
て
商

い
を
し
て
い
た
場
合
も
あ
る
。

　

相
模
国
高
座
郡
一
宮
（
神
奈
川
県
寒
川
町
）

に
は
農
間
商
内
で
、
江
戸
日
本
橋
に
出
店
と
町

屋
を
持
ち
、
総
資
産
１
万
５
千
両
の
農
家
ま
で

あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
上
州
名
物
か
か
ぁ
天
下
」
も
、
そ
の
起
源

は
女
性
の
農
間
商
内
、
内
職
に
あ
る
。

　

農
閑
期
に
女
性
が
養
蚕
を
し
、
繭ま
ゆ

を
売
り
、

あ
る
い
は
日
が
な
機は
た

織お
り

に
励
み
、
絹
を
売
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
半
年
で
９
両
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
無
税
で
、
男
が
耕
す
田
畑
よ
り
も
女
性
の

稼
ぎ
で
現
金
は
豊
富
と
な
れ
ば「
か
か
ぁ
天
下
」

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
上
州
で
は
機
織
を
業
と
す
る
者
多
く
、
山

間
僻
村
の
茅ぼ
う

屋お
く

破は

壁へ
き

に
住
居
し
な
が
ら
、
女
性

の
頭
髪
に
紅
絹
を
ま
と
い
、
贅
沢
な
縮ち
り

緬め
ん

を

使
っ
て
い
る
」（
幕
府
巡
検
使
報
告
の
概
略
）。

　

こ
う
し
た
絹
を
上
州
の
絹
買
商
が
買
い
集
め
、

中
山
道
脇わ
き

往お
う

還か
ん

の
宿
場
21
か
所
で
絹
市
を
立
て
、

三
井
越
後
屋
を
含
む
江
戸
や
京
の
大
商
人
に

売
っ
た
。
東
上
州
の
絹
買
商
・
星
野
家
が
江
戸

商
人
に
売
っ
た
絹
の
手
数
料
は
、
５
千
両
か
ら

9
千
両
と
い
う
。
手
数
料
は
５
分
の
１
が
普
通

で
、
他
に
10
軒
の
絹
買
商
と
20
か
所
の
絹
市
が

立
っ
た
の
で
、
上
州
一
国
約
30
万
石
を
超
え
る

数
十
万
両
の
現
金
が
農
家
の
ふ
と
こ
ろ
に
入
っ

た
に
違
い
な
い
。

税
金
は
収
入
の
2
割

現
代
よ
り
軽
か
っ
た

　

幕
府
と
て
絹
運
上
（
税
）
を
徴
収
し
よ
う
と

何
度
も
試
み
た
が
、
農
民
は
一
揆
ま
で
起
し
、

「
権
現
様
（
徳
川
家
康
）
江
戸
討
ち
入
り
の
際
、

御
旗
の
絹
を
献
上
し
て
以
来
、
諸
役
御
免
」　

の
由
来
を
持
ち
出
さ
れ
る
の
で
諦
め
ざ
る
を
得

な
い
。
上
州
の
在
郷
町
の
桐
生
新
町
（
群
馬
県

桐
生
市
）
は
、
江
戸
も
後
期
に
な
る
と
一
大
絹

産
業
地
と
な
る
。
41
軒
の
織
屋
が
あ
り
、
そ
の

7
割
は
、
百
人
を
超
え
る
機
織
工
女
を
雇
っ
て

絹
織
物
を
量
産
し
た
。
も
う
工
場
な
の
だ
が
、

宿
舎
な
ど
な
い
。
機
織
女
性
は
賃
金
が
高
い
の

で
、
織
屋
周
辺
の
町
家
や
農
家
に
間
借
り
し
て

働
い
た
。
お
か
げ
で
桐
生
新
町
の
人
口
は
3
倍

に
膨
れ
上
が
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
農
業
は
衰
退
し
、
放
置
さ
れ

る
田
が
増
え
て
、
年
貢
は
減
る
一
方
だ
っ
た
。

　

古
文
書
か
ら
数
量
的
に
年
貢
を
調
べ
た
研
究

で
は
、
幕
府
と
大
名
は
、
農
民
の
収
入
の
２
割

を
徴
収
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
日
、
赤
字
国

債
を
含
む
と
、
日
本
人
は
収
入
の
４
割
以
上
を

税
金
で
使
わ
れ
る
。
現
代
の
方
が
重
税
か
も
知

れ
な
い
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
は
年
貢
の
見
返

り
は
何
も
な
か
っ
た
こ
と
は
記
し
て
お
く
。

　

幕
府
も
大
名
も
領
主
で
あ
り
、
領
土
の
農
地

か
ら
地
代
を
と
る
感
覚
し
か
な
か
っ
た
。
職
人

や
製
造
業
か
ら
は
１
・
３
％
の
運
上
に
過
ぎ
な

い
。
大
店
商
人
の
場
合
、
売
り
上
げ
は
「
所
帯

向
き
が
知
れ
る
」
と
幕
府
に
も
秘
密
に
し
た
の

で
、
所
有
す
る
地
所
・
家
屋
の
収
入
の
う
ち
か

ら
約
20
％
を
町
や
伝
馬
役
な
ど
に
支
払
う
の
み
。

膨
大
な
利
益
は
無
税
で
、
あ
ま
り
に
も
不
公
平

で
は
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
農
民
の
収
入
の
実
態
を
見
る
と
、

余
裕
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

村
単
位
で
取
り
や
す
い
所
か
ら
徴
税
す
る
の
は
、

江
戸
か
ら
の
悪
い
伝
統
か
も
知
れ
な
い
。

農
民
は
無
税
の

農
間
商
内
で
稼
い
だ

　

税
改
正
が
話
題
な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
あ
る
。
江
戸
時
代
と
現
代
の
税
負
担
を
比
べ

て
、
ど
ち
ら
が
重
税
社
会
だ
っ
た
か
見
て
み
る

の
も
一
興
だ
ろ
う
。

　

お
り
し
も
江
戸
時
代
の
今
頃
は
、
代
官
か
ら

村
の
名
主
（
庄
屋
）
宛
て
に
「
年ね
ん

貢ぐ

割わ
り

付つ
け

状じ
ょ
う
」
が
届
き
、
村
役
人
が
集
ま
り
、
要
求
さ

れ
た
量
の
年
貢
を
村
内
の
個
々
の
農
民
に
割
り

振
る
季
節
で
あ
る
。
五
公
五
民
、
収
穫
の
半
分

が
年
貢
と
な
り
、
農
民
は
重
税
に
あ
え
い
だ
と

い
う
が
、
は
た
し
て
…
。

年貢は本当に重かった？〈第 25回〉
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絵
の
相
違
点
７
か
所
あ
り
ま
す
。
頭
の
コ
リ
が
と
れ
る
か
な
？

答
え
は
こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

パ
ズ
ル

秋号のパズルの答え ①鳥②ポケット③山④草⑤ペットボトル⑥弁当⑦コップ

電子申告で
ビジネス快適 e-Tax
http://www.e-tax.nta.go.jp

！
e-Tax ホームページ 法 人 会

読
者
か
ら

▼
近
所
の
図
書
館
で
、
鮮
や
か
な
緑
色
の

表
紙
に
ひ
か
れ
、「
ほ
う
じ
ん
夏
号
」
を

思
わ
ず
手
に
取
り
ま
し
た
。
特
集
の
「
植

林
す
る
法
人
会
」
を
読
ん
で
、
富
士
山
も

こ
う
い
う
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。�

（
香
川
県　

中
山
喜
博
）

▼
夏
号
の
リ
レ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
、
四
国
中
央
市
の
新
入
学
児

童
に
17
年
間
も
パ
ン
ジ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
と
の
記

事
を
読
み
ま
し
た
。
障
害
者
施
設
で
種
か
ら
育
て
て
も
ら
っ

て
い
る
と
の
こ
と
、
花
を
頂
く
喜
び
と
障
害
者
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
学
べ
る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
埼
玉
県　

西
脇
め
ぐ
み
）

▼
夏
号
の
表
紙
「
八
甲
田
山
」
の
写
真
を
見
て
、
母
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
て
10
年
。
め
っ
た
に
旅
行

な
ど
に
出
る
こ
と
の
な
か
っ
た
母
で
し
た
が
、
亡
く
な
る
３

年
前
、
東
北
を
旅
し
て
、「
東
北
の
緑
は
そ
れ
は
そ
れ
は
緑

が
深
く
て
き
れ
い
で
、
九
州
と
は
全
然
違
う
よ
。
口
に
出
せ

な
い
く
ら
い
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
顔
を
思
い
出

し
ま
し
た
。�

（
福
岡
県　

仲
山
恵
子
）

▼
夏
号
「
暮
ら
し
塾
」
の
携
帯
電
話
料
金
の
見
直
し
の
話
。

会
社
契
約
の
電
話
は
何
台
も
あ
り
、
基
本
料
金
だ
け
で
も
か

な
り
の
額
に
な
り
ま
す
。
今
回
、
見
直
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

不
要
な
も
の
の
解
約
を
含
め
、
整
理
が
で
き
、
費
用
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

（
東
京
都　

宮
田
恭
子
）

▼「
暮
ら
し
塾
」に
感
謝
で
す
。
携
帯
電
話
料
金
を
見
直
し
て
、

月
々
5
0
0
0
円
以
上
節
約
で
き
そ
う
で
す
。「
近
い
う
ち

に
シ
ョ
ッ
プ
に
出
向
い
て
相
談
を
」
と
思
い
続
け
て
数
か
月

…
。「
暮
ら
し
塾
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
す
っ
き
り

し
た
日
々
が
送
れ
ま
し
た
。�

（
静
岡
県　

山
本
有
美
）

▼
夏
号
の
福
岡
中
部
法
人
会
「
犯
罪
の
な
い
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
」
の
記
事
を
読
み
、
こ
れ
が
全
国
に
広
が
れ
ば
よ
い

と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
安
全
意
識
を
持
て
ば
、
犯
罪
の

な
い
地
域
は
成
立
す
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
茨
城
県　

会
沢
枝
里
）

　
編
集
後
記

▼「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム
」の
登
録
者
数
は
７
１
９
４
人（
８

月
末
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。
秋
号
で
は
「
ほ
う
じ
ん
」
の
閲
読
調

査
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
景
況
感
調
査
に
加
え
、
会
員
の

意
識
調
査
や
法
人
会
運
営
に
対
す
る
要
望
調
査
な
ど
を
月
１
回
の
割

合
で
行
い
ま
す
。
結
果
は
Ｈ
Ｐ
と
「
ほ
う
じ
ん
」
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
法
人
会
の
活
動
は
、「
ほ
う
じ
ん
」
誌
面
だ
け
で
な
く
、
全
法
連

Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ほ
う
じ
ん
誌
面
は
狭
い
た
め
、
内
容

が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
詳
し
い
内
容
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
各
会
の
会
報
誌
に
大
震
災
被
災
地
視
察
と
支
援
の
記
事
が
多
数
、

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
ま
せ
て
も
ら
う
と
会
員
の
心
意
気
が
わ
か

り
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。「
ほ
う
じ
ん
」
で
紹
介
で
き
た
の
は
、

そ
の
中
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

▼
秋
号
を
発
行
し
、
す
ぐ
に
新
年
号
の
編
集
で
す
。「
リ
レ
ー

ニ
ュ
ー
ス
」「
が
ん
ば
ろ
う　

日
本
」
な
ど
、
た
め
込
ま
ず
に
11
月

10
日
ご
ろ
を
め
ど
に
ど
ん
ど
ん
編
集
部
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。�（
Ｊ
）

編
集
者
か
ら

▼
ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
感
想
は
、

〒
１
６
０
─
０
０
０
２　

東
京
都
新
宿
区
坂
町
13
─
４

公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
「
ほ
う
じ
ん
」
係
へ
。

掲
載
者
に
図
書
カ
ー
ド
3
千
円
贈
呈
し
ま
す
。


